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序

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする

全国的にも注目されるような古代の重要な遺跡の発見が相次いでお

り、それらの遺跡の調査成果に基づいて、当時の集落の姿や暮らし

の様子が具体的に語られるようになりつつあります。

こうした先人が残した素晴らしい地域の遺産である遺跡を後世に

伝承することは、現在に生きる私たちの重要な責務です。

さて、西伯郡伯者町において国道181号線 (岸本バイパス)の道

路改良工事が着々と進められているところでありますが、この事業

に先立ち、当財団は、鳥取県から委託を受けて埋蔵文化財の発掘調

査を実施しています。

このうち、平成20年度に調査を行った坂長下門前遺跡・坂長ヨ

コロ遺跡 。坂長熊谷遺跡では、古墳時代中期の古墳や後期の竪穴住

居跡などが発掘され、土器や玉類など多彩な遺物が出土し、この地

域の歴史を解明するための重要な資料を確認することができまし

た。そして、このたび、それらの調査結果を報告書として上梓する

はこびとなりました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助とな

り、埋蔵文化財に対する理解がより深まることを期待しております。

本書をまとめるに当たり、υ鳥取県西部総合事務所県土整備局並び

に地元関係者の方々には、一方ならぬ御指導、御協力をいただきま

した。心から感謝し、厚 く御礼申し上げます。

財団法人 鳥取県教育文化財団

理 事 長 有 田 博 充

平成22年  3月
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1.本報告書は「一般国道181号 (岸本バイパス)道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査」として

実施した坂長下門前遺跡 2区 。3区、坂長ヨコロ遺跡 1区 。2区、坂長熊谷遺跡 1区 。2区の発掘

調査報告書である。

2.本報告書に収載した遺跡の調査面積及び所在地は、以下のとおりである。

坂長下門前遺跡 2区  (3,600♂ ) 鳥取県西伯郡伯者町坂長字下門前2023ほ か

坂長下門前遺跡 3区  (4,500ポ )      同     字下門前2017ほ か

坂長ヨコロ遺跡 1区  (1,000♂ )      同     字ヨコロ1888ほ か

坂長ヨコロ遺跡 2区  (1,420♂ )      同     字ヨコロ1887ほ か

坂長熊谷遺跡 l区   (2,000ぽ)      同     字熊谷1854ほ か

坂長熊谷遺跡 2区   ( 780ぽ)      同     字熊谷1808ほ か

3.本報告書における座標は、世界測地系に準拠した公共座標第V系の座標を、方位は座標方位を用

いている。また、レベルは海抜標高である。

4.本報告書に使用 した地図は、岸本町 (現伯者町)発行の1/2,500地 形図及び国土地理院発行の

1/50,000地形図を縮小し、加筆して利用した。

5。 本発掘調査における基準′点測量と方眼測量は業者に委託したものである。

6.掲載した遺構図面は文化財主事又は調査補助員が作成と浄書を行った。

7。 遺物の実測及び浄書は文化財主事又は整理作業員が行った。

8.遺構及び遺物の撮影は文化財主事が行った。

9.発掘調査によって作成された図面、写真などの記録類及び出土遺物などは鳥取県埋蔵文化財セン

ターに保管されている。

10。 本報告書の作成は、高橋章司 (坂長下門前遺跡)、 坂本嘉和 (坂長ヨコロ遺跡)、 高橋浩樹 (坂長

熊谷遺跡)がそれぞれ担当した。

11.現地調査及び報告書の作成に当たっては、多くの方々から御指導、御助言、御支援いただいた。

感謝いたします。

1.遺跡の略称は次のとおりとした。

坂長下門前遺跡 2区「下モン2」  3区 「下モン3」

坂長ヨコロ遺跡 1区「ヨコロ l」  2区 「ヨコロ 2」

坂長熊谷遺跡  1区「クマタニ 1」 2区「クマタニ 2」

2.遺物には、すべて遺跡略称及び遺構番号を記載している。

3.遺構の略称は下記のとおりである。

SI:竪穴住居跡  SD:溝  SK:土坑  SX:墓
4.本報告書における遺物の略称及び縮尺は下記のとおりである。

番号のみ :土器・土製品 (縮尺 :1/4)Si石 器・石製品 (縮尺 :2/3等)B:玉 類 (縮尺

1/1)F:鉄 器 (縮尺 1/2)Ci銭 貨 (縮尺 1/2)

5。 遺物実測図中のトーンは、土器の場合赤色塗彩を表す。

6.本文中、挿図及び写真図版の遺物番号は一致する。

H
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第 1節 調査にいたる経緯

第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査にいたる経緯

坂長下門前遺跡・坂長ヨコロ遺跡・坂長熊谷遺跡は、一般国道181号 (岸本バイパス)道路改良工

事に伴つて発掘調査を実施 した遺跡である。これらの遺跡は、鳥取県西伯郡伯者町地内の道路予定線

上に位置 し、坂長下門前遣跡に含まれる坂長35号墳を除いては、いずれも「周知の埋蔵文化財包蔵地」

ではなかったが、地形などから集落跡等が存在することが推定された。そこで、道路建設工事に先立

ち、伯者町教育委員会が国 (文化庁)及び県の補助金を受けて平成17年度 (坂長下門前遺跡)及 び19

年度 (坂長ヨコロ遺跡・坂長熊谷遺跡)に、試掘調査を実施 した。その結果、坂長下門前遺跡からは

土器が出上 し、古墳時代の集落跡が存在する可能性が想定された。坂長ヨコロ遺跡からは落とし穴な

どが出土 し、縄文時代の遺跡が存在すると考えられた。坂長熊谷遣跡では、古墳状の地形が認められ

た。この結果を受け、鳥取県西部総合事務所県土整備局と′鳥取県教育委員会事務局文化財課は遺跡の

取 り扱いについて協議を行い、現状保存は困難であり記録保存を行うとの結論にいたつた。この結論

に基づき、鳥取県西部総合事務所長は、文化財保護法94条 の規定に基づ く発掘通知を鳥取県教育委員

会教育長に提出し、事前発掘調査の指示を受けた。そのため、鳥取県西部総合事務所長は発掘調査を

財団法人鳥取県教育文化財団に委託 した。そこで、当財団理事長が鳥取県教育委員会教育長に文化財

保護法92条 の規定に基づく発掘調査の届出を提出したうえで、当財団調査室岸本調査事務所が調査を

実施した。

鄭〈
第 1図 調査地位置図

-1-



第 1章 調査の経緯と経過

第 2節 調査の経過

平成20年度の発掘調査は、工事日程等の関係で、 3遺跡 6調査地を4期 に分けて調査 した。以下、

調査を実施 した順に経過を記載する。

坂長下門前遺跡 2区

調査地は、高塚山と越敷山を主峰とする丘陵地帯から派生する尾根上に位置する。 1辺約40～ 68m

の四辺形の調査区を設定した。標高は最も高い所で84.5m、 低い所で76.Omを測る。

3月 18日 に調査前航空撮影と航空写真による調査前地形測量を行った。 4級基準杭 と公共座標第V

系に基づ く10m間 隔の方眼杭の打設は測量業者に委託 し、打設は4月 中に発掘調査 と並行 して行っ

た。方眼軸には、北から南にアルファベットを、西から東に数字を付 し、方眼の呼称は、例えばA3

というように北東角の杭で代表する。方限についての原則は、他の遺跡でも同様である。

3月 24日 から3月 27日 まで、重機による表土剥ぎを実施した。遺物が全 く出上 しなかったため、表

土剥ぎは現地表下約40cmの漸移層上面で止めた。

発掘作業員の稼動は4月 8日 に開始した。遺構検出はローム層上面で行い、遺構の掘削は4月 21日

から着手 した。多 くの木の根痕や風倒木痕に混 じり、落とし穴10基を検出した。遺構の調査は5月 27

日に終了した。

谷を挟んで東隣の坂長下門前遺跡 l区の調査で旧石器の可能性がある石器が出土 したため、遺構の

調査 と並行 して、ローム層の調査を 5月 7日 から5月 28日 まで行った。遺物は出土 しなかった。

5月 28日 にすべての掘削作業を、 5月 29日 にすべての調査を終了した。

O坂長下門前遺跡 2区の調査経過

3月 18日 調査前航空撮影

3月 24日 ～ 3月 27日  重機による表土剥ぎ

4月 8日 発掘作業員稼働開始

4月 17日 方限測量

4月 21日  遺構調査開始

5月 7日  ローム層掘削開始

5月 15日 調査後地形測量終了

5月 27日  遺構調査終了

5月 28日  掘削作業終了

5月 29日  調査終了

坂長ヨコロ遺跡

調査地は、 1区 (東西51m南北27m)が急峻な尾根上に位置 し標高71.5m～84.Omを測 り、 2区 (東

西72m南北28m)力滞Б分的にテラス状の平坦面が介在する急斜面の丘陵裾部にあり標高58。 Om～ 71.0

mを測る。 1区 と2区は約20m離れている。

測量業者に委託 して、調査前地形測量のデータ採取を兼ねた調査前航空撮影を6月 12日 に実施 し
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第 2節 調査の経過

た。 4級基準杭 と公共座標第V系 に基づ く10m間 隔の方限杭は、表土剥 ぎ後の 6月 中に打設 した。

重機による表土剥 ぎは、 6月 17日 から6月 26日 まで実施 し、現地表下約20cm～ 50cmの黒色土上面で

止めた。この間の 6月 23日 には、 1区の地表面直下から備前焼の壺が出土 した。 2区西側の急斜面部

分の表土剥ぎについては発掘作業員稼働後に人力で行ったが、予想以上に表上が厚かったため、 7月

24日 と25日 の両日に、再度重機を用いて行った。

発掘作業員の稼動は 7月 1日 に開始 した。まず、 1区の備前焼が出土 した周辺から包含層の調査に

着手 した。遺構掘削は 7月 9日 に始め、 7月 16日 までに4基の落とし穴などを調査 した。調査後地形

測量を行つて、 7月 22日 に 1区の調査を終えた。

7月 4日 から 1区 と同時進行で 2区の調査に入つた。 7月 28日 から遺構掘削に入 り、古墳時代の竪

穴住居跡 1棟と中世墓 1基などを調査 した。遺構調査は 8月 20日 に終わり、同日にすべての調査を終

了した。この間、 8月 6日 には、伯者町の小学生ほか35名 (ふ るさと探検隊)の見学があつた。

○坂長ヨコロ遺跡の調査経過

6月 12日 調査前航空撮影

6月 17日 ～ 6月 26日  重機による表土剥ぎ。23日 に備前焼壷出土

7月 1日 発掘作業員稼働開始。 l区調査開始

7月 4日  2区調査開始

7月 9日  1区遺構調査開始

7月 22日  1区調査終了

7月 24・ 25日  2区西側斜面部の重機による表土剥ぎ

7月 28日  2区遺構調査開始

8月 4日  竪穴住居跡S11掘削開始

8月 6日 伯者町小学生等35名見学

8月 20日  調査終了

坂長下門前遺跡 3区

調査地は、坂長下門前遺跡 2区から谷を隔てた東側の尾根上に位置する。 1辺約70mの ほぼ菱形の

調査区を設定した。標高は最も高い所で90.Om、 低い所で81.5mを 測る。

7月 26日 に、測量業者に委託 して、調査前地形測量を兼ねて調査前航空撮影を行った。

重機による表土剥ぎは 7月 29日 から8月 9日 まで実施 した。現地表下約30cmの黒色土上面を目安 と

した。調査区の南西部分約900ポ には、坂長35号墳 と尾根を横断する土塁が含まれていたため、重機

は用いずに、作業員稼働後に入力による表土剥ぎを行つた。

測量業者に委託 し、 4級基準杭 と公共座標第V系 に基づ く10m間 隔の方限抗を8月 5日 までに打設

した。

発掘作業員の稼動は 8月 18日 に開始 した。まず、9月 2日 にかけて表上の手剥ぎを行い、同時進行

で 8月 22日 からは包含層の掘削作業に入った。遺構の検出はローム層上面で行い、遺構の掘削は9月

5日 から着手 した。 3基の墓羨と5基の落とし穴などを確認 し、追構の調査が終了 したのは10月 27日

であった。
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第 1章 調査の経緯と経過

坂長35号墳は高さが約 lmで、伯者町による試掘でも黒色土が確認されるのみであったため、調査

開始時点では古墳でない可能性が高かった。そこで、 8月 27日 には坂長35号墳の墳裾からトレンチ調

査を開始 した。周溝や埋葬施設は不明瞭で、 9月 9日 に至ってようやくトレンチ断面に棺痕跡らしき

土層を認め、古墳であることを確認 した。棺内と推定された部分の上は、岸本調査事務所に持ち帰 り

水洗選別を実施 したが、無遺物であった。最終的には35号墳の墳丘をすべて除去 し、他に埋葬施設が

設けられていないか調べたが、認められなかった。

10月 20日 に35号墳 と土塁の状況を記録するため航空撮影を行った。撮影後、墳丘の掘 り下げと土塁

の除去を行った。土塁の除去は、下層に遺構が存在する可能性がある丘陵中央部に限った。また、石

英製石核が出土 したため、10月 29日 にかけてローム層の調査を行ったが、遺物は出土 しなかった。

10月 31日 に掘削作業を、11月 4日 にすべての調査を終了した。

○坂長下門前遺跡 3区の調査経過

7月 26日  調査前航空撮影 (調査前地形測量用を兼ねる)

7月 29日 ～ 8月 1日  重機による表土剥ぎ

8月 5日 方眼測量終了

8月 18日 発掘作業員稼働開始

8月 18日 ～9月 2日 坂長35号墳および土塁の人力による表土剥ぎ

8月 27日  坂長35号墳調査開始

9月 4日 土塁調査開始

9月 5日 遺構調査開始

10月 20日  35号墳および土塁航空撮影、土塁除去およびローム層掘削開始

10月 27日  35号墳墳丘除去開始

10月 31日  掘削作業終了

ll月 4日  調査後地形測量終了。調査終了

坂長熊谷遺跡

調査地は、 1区が丘陵裾部の標高62.Om～ 83.Omの 急斜面部に位置 し、東西約55m南北約45mの 範

囲を占める。 2区 には古墳状の高まりが乗る丘陵裾部の張 り出しと浅い谷頭とが含まれ、標高は64.0

m～ 69.Omを 測る。東西約70m南北約15mの細長い調査区である。 2つ の調査区は約70mを 隔てる。

調査に先立って 9月 2日 に測量業者に委託 して調査前航空写真撮影と調査前地形測量を行った。

9月 8日 から11日 に重機による表土剥ぎを実施 した。 2区中程の古墳状地形部は人力で表土剥ぎを

するために除外 した。また、 1区の北西部分は、厚い造成土で覆われていることが調査中に判明した

ため、11月 13日 に重機による表土剥ぎを再度行った。

9月 22日 から24日 には業者委託により4級基準点と公共座標第V系 に基づ く10m間隔の方眼杭を設

置 した。

発掘作業員の稼動は、11月 5日 に開始 し、調査は 1区 と2区を並行 して実施 した。

1区の西側谷部は、上方からの崩落土が lm以上堆積 し無遺物であるため、この部分の調査は表土

を除去するのみで終えた。また、南西部には水源地工事の際の排土が厚 く堆積 してお り、まず遺構 と
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第2節 調査の経過

遺物の有無を確認するためにトレンチを設定 した。その結果、工事の際に削平されていることが明ら

かで遺物も出土 しなかったので、この部分の調査を終了することとした。検出した遺構は土坑 1基

で、全ての調査は12月 1日 に終了した。

2区は11月 6日 から人力による古墳状の高まりの表土剥ぎに着手 した。遺構も遺物も出上 しなかっ

たため、最終的には古墳ではないと判断した。検出した遺構は落とし穴 1基と石列 2基などで、調査

は12月 3日 に終了した。

○坂長熊谷遺跡の調査経過

9月 2日 調査前航空撮影

9月 8日 ～ 9月 11日 重機による表土剥ぎ

9月 22日 ～ 9月 24日  方限杭打設

ll月 5日  作業員稼働開始。 1区調査開始

11月 6日  2区調査開始

■月13・ 14日  重機による 1区造成上掘削

11月 14日 遺構調査開始

12月 1日  1区調査終了

12月 3日  2区調査終了
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第 1章 調査の経緯と経過

第 3節 調査体制

調査は以下の体制で実施した。

O調査主然

財団法人鳥取県教育文化財団

理  事  長   有田 博充

事 務 局 長   中村 金一

事 務 職 員   岡田美津子 (兼務 調査室事務職員)

財団法人鳥取県教育文化財団調査室

室     長   久保穣二朗 (本務 県埋蔵文化財センター所長)

次     長   石本 富正

文 化 財 主 事   大川 泰広 (〕鳥取県教育委員会 派遣)

事 務 職 員   岡田美津子

福田早由里

○調査担当

財団法人′鳥取県教育文化財団調査室 岸本調査事務所

所     長   國田 俊雄

文 化 財 主 事   高橋 浩樹 (財団法人米子市教育文化事業団 派遣)

高橋 章司 (J鳥取県教育委員会 派遣)

坂本 嘉和 (1鳥取県教育委員会 派遣)

○調査協力

財団法人米子市教育文化事業団 西部土地改良区 伯者町教育委員会

(五十音順、敬称略)
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第 1節 地理的環境

第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

坂長下門前遺跡・坂長ヨコロ遺跡・坂長熊谷遺跡は、鳥取県西部、西伯郡伯者町坂長に所在する。

周辺の地形および地質は、日野川を挟んで大きく様相を変える。日野川の右岸は主に、大山のさま

ざまな火山噴出物からなる緩やかな台地で、第四紀更新世に形成された。一方、今回調査 した遺跡が

位置する日野川左岸は主に、標高270mの 高琢山と標高226mの 越敷山を中心とした南北 8 km東西 3 km

にわたる起伏に富んだ丘陵地帯と、長者原台地と呼ばれる平坦な洪積台地とで構成される。丘陵地帯

は、第三期鮮新世の粗面玄武岩を基盤とし、部分的に大山上中部火山灰に覆われている。洪積台地

は、南側では安山岩質の砂礫層を、北側では火山砕屑物を主体とする古期扇状地堆積物を基盤とし、

上部はやはり大山上中部火山灰で覆われている。この他に、日野川付近には、低位段丘や扇状地など

の地形も見られる。なお、日野川は中世までは岸本集落の北から東北方向に流れて佐陀川に合流 して

いたが、天文19年 (1550)と 元禄15年 (1702)の洪水により、現在のような西寄 りの流路になった。

調査対象の 3遺跡は、いずれも越敷山からのびる丘陵の末端に立地する。丘陵の北には、東西方向

に谷が走る。この谷は湧水が豊富で、坂長ヨコロ遺跡の西方と坂長熊谷遺跡の南方には現在 も水源地

が存在する。谷の北側には長者原台地が広が り、多 くの遺跡が分布する。

第 2節 歴史的環境

旧石器時代

長者原台地上の諏訪西山ノ後遺跡 (24)で は、ナイフ形石器がローム層中から出土 した。 2点のナ

イフ形石器はともに珪岩製で、小型の石刃を二側縁加工 したものである。坂長村上遺跡 (50)か らも、

黒曜石製のナイフ形石器が 1点出土 している。この他に、泉中峰遺跡 (79)と 小波遺跡 (80)か らナ

イフ形石器が出上 しているが、石器群が原位置でまとまって出土 した例はまだない。

縄文時代

坂長村上追跡からは、多様な石材と形態の 5点の尖頭器を中心とする草創期の石器群が出土した。

0             500km
崇

第 2図 遺跡位置図
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他に、貝田原遺跡 (61)、 奈喜良遺跡 (20)な どで、サヌカイト製有茎尖頭器が見つかっている。

早期後半から、大山西麓では押型文土器を出土する遺跡が多く知られ、上福万遺跡 (73)で は集石

遺構や土坑が多数検出されている。前期になると、中海沿岸にも集落が形成され、日久美遺跡 (8)

や陰田第 9遺跡 (9)では、土器や石器のほか、動植物遺体が豊富に出土している。中期になって新

たに出現する遺跡は少なく、後期になると再び増加する。晩期には、古市河原田遺跡 (12)を はじめ

突帯文土器を伴う遺跡が多 く見つかっている。周辺地域では非常に多 くの落とし穴が発掘されてい

て、妻木晩田遺跡 (83)で 963基、青木遺跡 (22)で 228基、越敷山遺跡群 (45)で 341基 を数える。

年代の判明したものでは、後 。晩期の例が多い。

弥生時代

前期の代表的な遺跡としては、日久美遺跡 (8)や長砂第 2遺跡 (4)な どの低湿地遺跡がある。

両遺跡では、前期から中期にかけての水田跡が重層して検出され、農耕具などの木製品も多く出土し

ている。この時期の集落は丘陵上にもあり、宮尾遺跡 (28)や諸木遺跡 (29)で は環塚が発掘されて

いる。特に清水谷遺跡 (17)の環塚は内部に竪穴住居等をもたない点で注目される。

中期後葉以降は遺跡数が増加し、丘陵上には、妻木晩田遺跡 (83)、 青木遺跡 (22)、 福市遺跡 (21)

など大規模な拠点的集落が出現する。越敷山遺跡群 (45)イよ高い丘陵上に位置する集落跡で、多数の

鉄器をもつ。同時期にこの地域には四隅突出型墳丘墓が分布し、妻木晩田遺跡洞ノ原地区・仙谷地区

の墳丘墓群や父原墳丘墓群などが代表である。日下 l号墓 (75)は木棺墓群に、尾高浅山 1号墓 (76)

は環壕集落に隣接して築造されているのが注目される。

古墳時代

主要な前期古墳には、三角縁神獣鏡が出土した前方後方墳と方墳の普段寺 1・ 2号墳 (35)、 方墳

で6基の埋葬施設をもつ日原 6号墳 (19)がある。墳丘規模20m前後の比較的小さな古墳が多い。

中期古墳 としては、全長108mの前方後円墳の三崎殿山古墳 (26)が著名であるが、最近の研究で

は、前期古墳である可能性が指摘されている。他には画文帯神獣鏡が出土した浅井11号墳 (36)、 宮

前 3号墳 (32)と いった小型の前方後円墳が築造されている。

後期に入ると古墳数は爆発的に増加し、多くの群集墳が営まれる。長者原台地上では諏訪古墳群や

長者原古墳群 (53)な どが縁辺部に、丘陵地帯には越敷山古墳群が形成される。吉定 l号墳 (63)の

割石小口積みによる持送り式横穴式石室や、東宗像 5号墳 (18)の横口式箱式棺などは、九州地方と

の関連性を窺わせる。終末期には、陰田横穴墓群 (9)や 日下横穴墓群 (75)な どの横穴墓が造営さ

れる。

この時代の集落遺跡は、主に台地上や丘陵上に分布し、福市遺跡 (21)や 青木遺跡 (22)の ように、

弥生時代後期から継続して営まれたものが多い。坂長第 8遺跡 (89)で は中期中葉の竪穴住居跡が 3

棟発掘されていて、付近に比較的規模の大きな集落跡が存在する可能性がある。

古代

白鳳期には、大寺廃寺 (52)力漉J建 される。東向きの法起寺式伽藍配置を取り、金堂の瓦積基壇と

三段舎利了しを持つ塔心礎が確認されている。石製鴫尾は全国に他に 1例 しかない。創建時の瓦と同一

文様の瓦は金田瓦窯 (39)か らも出上したという。長者原台地上には坂中廃寺 (51)があり、塔心礎

が残る。奈良末から平安初めの瓦が散布しているが、伽藍配置等は明らかでない。
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87

88

89
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92

93

94

錦町第 1遺跡

久米第 1遺跡

米子城

長砂第 1・ 2遺跡

長砂第 3遺跡

水道山古墳

池ノ内遺跡

目久美遺跡

陰田遺跡群

奥陰田遺跡群

新山遺跡群

古市遺跡群

吉谷遺跡群

橋本遺跡群

福成石佛前遺跡

福成早早漬跡

精水谷還明    33
東宗像古墳群  34
日原古墳群   35
奈喜良遺跡   36.
福市遺跡    37
青木遺跡    38
樋ノロ第4遺跡  39
諏訪西山ノ後遺跡 40

別所新田遺跡  41
三崎殿山古墳   42
天高土居前遺跡  43
官尾遺跡    44
諸木遺跡

後浴山古墳

天万遺跡

田住古墳群

宮前遺跡

普段寺 1号墳

浅井 H号墳

浅井上居敷遺跡

天王原遺跡

金田瓦窯

両部太郎窯

荻名遺跡群

田住松尾平遺跡

朝金古墳群

朝金小チヤ遺跡

越敷山遺跡群

手間要害跡

荒神上遺跡

長者屋敷遺跡

第 3図

坂長下屋敷遺跡

坂長村上遺跡

坂中廃寺

大寺廃寺

長者原古墳群

坂中第 5遺跡

岸本大成遺跡

岸本古墳群

岸本遺跡

岸本要害跡

岸本下の原遺跡

久古第 3遺跡

貝田原遺跡

日別所古墳群

吉定 1号墳

久古北田山遺跡

番原遺跡群

須村遺跡

真野ブナ遺跡

藍野遺跡

林ケ原遺跡

下山南遺跡

長山馬籠遺跡

石州府古墳群

上福万遺跡

日下寺山遺跡

日下古墳群

尾高浅山遺跡

尾高城

尾高御建山遺跡

泉中峰・前田遺跡

小波原畑遺跡

井手跨遺跡

今津岸の上遺跡

妻木晩田遺跡

晩田遺跡

向山古墳群

上淀廃寺跡

今在家下井ノ原遺跡

坂長第 7遺跡

坂員第8遺跡

坂長下開前遺跡

大殿狐谷遺跡

坂長第 6遺跡

坂長ヨコロ遺跡

坂長熊谷遺跡

?  1■ 00,000  2km

周辺遺跡分布図
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第 2章 位置と環境

『和名類衆抄』によると律令制下において周辺地域は伯者国会見郡にあたる。長者屋敷遺跡 (48)

や坂長第 6遺跡 (92)な どでは大型の掘立柱建物跡が確認され、会見郡衛の施設である可能性が高い。

坂長村上遺跡 (50)や坂長第 7遺跡 (88)か らも円面硯や刻書土器など、官衛的な性質が強い遺物が

出土 した。なお、相見駅家も付近にあったと考えられる。北方の台地上では西山ノ後遺跡 (24)で和

同開弥と墨などを納めた胞衣壺が、樋ノロ遺跡 (23)で石帯が出土している。

古代山陰道は、大寺廃寺、坂中廃寺、長者屋敷遺跡を通って、伯者町岩屋谷から南部町天万を抜け

る南側のルー ト、もしくは米子市諏訪から古市を抜ける北側のルー トが想定されている。

F延喜式』等によれば、古代にはこの地方から鉄が貢納されていたことが知られる。坂長第 6遺跡

では、多 くの鉄津や羽口などが出土 し、郡衡に伴う官営製鉄工房として注目される。坂長村上遺跡や

長者原18号墳 (91)周溝上層などからも多 くの鉄関連遺物が出土 してお り、この地方での製鉄の開始

が、文献に記された年代よりも大きく遡ることは確実である。

中世

平安時代には各地に荘園が発達 し、遺跡周辺は八幡荘に含まれていたとされる。

大山寺の鉄製厨子には、承安元年 (1171)の火災の翌年に伯者の豪族紀成盛が大山権現御神体と厨

子を奉納 したことが記されている。伯者町坂長には紀成盛が居宅を構えたという伝承が残る。

南北朝時代には大寺に安国寺が置かれた。要衝の地であり名和氏などの南朝勢力を抑える目的が

あったとされる。42坊 を数える大寺院であったが、永禄 8年 (1565)に 、杉原盛重に焼き討ちされた。

坂中地区の旦那寺である普門寺は、元はこの安国寺の奥の院であったといわれている。

南北朝から戦国時代の動乱期には、山陰道沿いの要地を中心に、数多 くの城砦が築かれた。小波城

(80)、 尾高城 (77)、 手間要害 (46)は 、文献にも登場する代表的な城跡である。坂長熊谷遺跡上方

の字岩コゴロにも坂中丹波なる人物の陣屋があつたという伝承が残る。坂中の賀茂神社の棟札には慶

長 4年 (1599)に坂中九兵衛が建立したことが記されていて、その古宮跡は字熊谷にあるという。

近世

西伯者は、吉川広家 。中村一忠 。加藤貞泰と領主交代を繰 り返した末に、元和 3年 (1617)に 、因

幡・伯者32万石を領する鳥取藩の一部として池田光政が領主になる。寛永 9年 (1632)国替えにより

池田光仲が封入すると、周辺地域は藩の直轄領 と寺社領を除いた大半が米子城主荒尾家の給所に属

し、以後明治 2年 (1869)ま で荒尾氏による自分手政治が行われた。

坂長村は、明治11年 (1878)に、坂中村 と長者原村が合併 して成立 した村である。 F伯者志』の記

載によれば、安政頃の坂中村は67戸280人で、長者原村はわずか 2戸 12人であつた。

長者原台地では、石田村吉持家により佐野川用水の開削事業が実施された。事業は元和 4年 (1618)

から数回の中断を経ながら約250年 にわたり、文久元年 (1861)に ようやく完成を見た。これにより、

荒蕪地であった長者原台地は水田・畑地となり、現在に至っている。

【参考文献】

地質調査所 1962『 5萬分の1地質図幅説明書 米子』(岡 山一第18号 )

山名巌 1964「山陰地方における第四紀末の諸問題JF鳥取県立科学博物館研究報告』

岸本町 1983『岸本町誌』

会見町 1996『会見町誌 続編』

米子市 2003『新4雰 米子市史』
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第 3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区の調査

第 1節

1.概要

2区の調査

坂長下門前遺跡 2区は西伯郡

伯者町の西部、坂長地区に所在

する。調査地は、越敷山からの

びる丘陵の末端に近い尾根に位

置 し、標高は76.Om～84.5mを

測る。尾根上の比較的平坦な部

分の幅は約25mにすぎず、北東

方向に向かって緩やかに傾斜す

る。調査地の東根1と 西側は急斜

面地で、調査地の約半分を占め

る。調査前の状況は山林で、人

為的な地形の改変や耕作の痕跡

は全 く認められなかった。平成

18年度の発掘調査で14基の上坑

が検出された坂長下門前遺跡 1

区は幅約90mの谷を隔てて西側

に、後述する3区は幅約70mの谷を隔てて東側に位置する。

調査地の基本的な層序は、次の通りである (第 5図 )。 l区 と3区の基本層序とほぼ同じである。

I層 :表土。層厚約20cm。 腐植土。

Ⅱ層 :褐色土。層厚約20cm。

Ⅲ層 :黒色土。層厚約15cm。

Ⅳ層 :灰褐色土。やや粘質。層厚約20cm。 無遺

物。漸移層。

V層 :橙色粘質土。層厚約20cm。 ソフ トロー

ム。風倒木痕や木の根跡が多 く見 られ

る。

Ⅵ層 :明褐色粘質土。層厚約30cm。 ハードロー 第 5図  2区基本層序

ム。

坂長下門前遺跡 2区から検出 した遺構は土坑10基で、いずれも落 とし穴である。出土遺物は土器片

2点のみで、遺構 。遺物ともに非常に希薄であった。

I表土

Ⅱ 褐色± 7.5YR4/3ボ ソボツ

Ⅲ 黒色± 7 5YR2/1ボ ソボツ

Ⅳ 灰褐色± 7 5YR4/2やや軟質 漸移層

V橙色粘質± 7 5YR7/6ソ フトローム

Ⅵ 明褐色粘質± 7 5YR5/8ハー ドローム

Ⅵ'明褐色粘質± 7 5YR5/8砂粒混

Ⅶ 黄褐色± 10YR5/8砂粒多混

第 1節  2区の調査
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第 1節  2区の調査

2.遺構

落とし穴 SKl～SK10(第 8。 9図 図版 4・ 5)

検出した土坑10基は、形態から落とし穴と考えられる。

第 1表に一覧を掲げる。底面の平面形から、円形のもの (SK7・ 8。 9)と 、長方形あるいは長楕円

形のもの (そ れ以外)の 2種類に分類される。深さについても、前者は140cm程度、後者は多 くが100

cm程度を測 り、概ね 2分できる。また、位置についても、円形のものは東あるいは南斜面上に設けら

れ、長方形のものはほとんどが尾根上に掘られている。以上から、両者はそれぞれ群をなすもので、

おそらく異なる時期につくられたものと考えられる。

底面ピットは、すべての上坑で 1つだけ設けられている。SK3・ 6・ 8・ 10の 4基については、底面

で杭痕跡を検出でき、 3本または4本の細い杭が立てられていたことが分かった (図版 5)。 全体に

小型であるSK10以外は、いずれも底面ピットの径は約30cm程度を測る。同様の底面ピットをもつSK

4では、複数の杭が立てられていた可能性が高い。他の 5基の底面ピットは径15cm程度の小 さなもの

で、おそらく杭の本数は 1本であつたであろう。したがって、同時期に設けられた落とし穴でも、内

部の構造は多様であったと考えられる。なお、西隣の丘陵上に位置する坂長下門前遺跡 1区の12基の

落とし穴は、底面の平面形が円形または楕円形で底面ピットをもたないものが多い点で、東隣の 3区

の落とし穴 5基は長楕円形で底面ピットが浅い点で、それぞれに形態が異なっており、別々の時期に

掘られたと思われる。そのなかでも、 2区の長方形の一群は個性の強いものである。

遺物が出土しなかったので時期は不明であるが、周辺地域での調査例から、縄文時代に属する可能

性が高いと考えられる。

第1表  2区落とし穴一覧表

検出面 (cn)

形態   長軸   短軸

底面 (em)

形態   長轍   短軸
潜
くｃｍｊ

底面 ビッ ト(9n)

数   杭痕    径    深 さ
位   置 備   考

長方形 長方形 18× 13

長楕円形 19× 14

長方形

長方形 32×23

長方形 19× 15

長方形

14× 12 丘陵東斜面

17× 16

長方形 21× 16

3.出土遺物 (第 7図 )

2区から出土した遺物は土器片 2点のみである。

1は東斜面の本の根痕から出上 した土師器の細

片で、表面にハケメをもつ。古墳時代頃のもので

あろう。2は東斜面から表面採集した上師皿の底

部片で中世のものである。

第 7図 遺物観察表

0      112     5cm

第 7図 遺構外出土遺物

0       1:4      10cm

色   調
土

成

胎
・焼

綿
ぐｃｍ，

別

種

種

器

構

位

遺

層

図

号

挿

番

物

号

遺

番
文様・調整

口径 (cm)

底径 (cm)
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内外面 :鈍い黄橙色

*復元値 △現存値

1  7  木亀堡
痕  土師器 △3.6 外面 :ハケメ

内面 :ケズリ

留 細かい砂粒 を多 く含む  外面 :鈍い橙色

良好        内面 :灰褐色

2  7  表面採集  土留
器 △07 内外面 :ナデ

底部 :糸切 り
留
餅
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第 3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区 の調査

第 2節  3区の調査

1口 概要

坂長下門前遺跡 3区は、 2区の東隣の丘陵先端近 くに位置 し、標高は81.5m～ 90.Omを測る。調査

地の中央は幅40mほ どの傾斜の緩い面で、南西から北東に向かって緩やかに傾斜する。南西側を除 く

三方は比較的急な斜面地である。調査前の状況は山林で、耕作の痕跡は東狽Iの一部を除いて顕著では

なかった。調査区の南西 6分の 1の部分は、丘陵を横断 して設けられた土塁によって区切 られてい
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―第10図  3区グリッド図

る。北東斜面の下には普門寺があ

り、正確な年代は不明ながら16世紀

に創建されたといわれ、大寺地区に  
Ⅲ

あった安国寺の奥の院と伝えられて

いる。なお調査区の南西部に所在す

る坂長35号墳については、節を改め

て報告する。 第11図  3区基本層序

調査地の基本層序 (第 11図 )は 2

区とほぼ同様であるが、Ⅱ層 (褐色土)お よびⅢ層 (黒色土)が、ともに約15cmに も満たず薄い。こ

れは、坂長古墳群や土塁の築造のために削られた部分があったためと考えられる。

3区から検出した遺構は、土坑 8基と溝 2条、土塁 1条である。土坑のうち5基は落とし穴、3基

は古墳時代中期の墓渡である。溝のうち 1条 は土塁に関係して設けられたものと推定される。遺物は

Ⅱ層とⅢ層中から、縄文土器・弥生土器・石器などが出上している。
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I褐色± 7 5YR4/3ボ ノボツ

Ⅲ 黒色上 7 5YR2/1ボ ツボツ

Ⅳ 灰褐色± 7 5YR4/2やや軟質 漸移層

V橙色粘質± 7 5YR7/6ソ フトローム

Ⅵ 明褐色粘質± 7 5YR5/8ハー ドローム

Ⅶ 黄褐色± 10YR5/8砂粒多混
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第 2節  3区の調査

2日 遺構

落とし穴 SKl～SK5(第 13図 図版 8)

5基の落とし穴のうち、円形のSK2を 除 く4基は長楕円形で、大 きさもよく似ている。特に、SK

l・ 4・ 5の 3基は、丘陵西斜面にほぼ一列に等間隔で設けられてお り、底面ピットの深さも類似する

ので、一群をなすものであろう。底面ピットの上層断面などから考えると、杭は 1本であったであろう。

SK2は 円形で大型である点で異質である。底面ピットは浅く、土層断面では確認できなかったが、

ピット底面に残された痕跡から5本の細い杭が立てられていたと考えられる。埋土上層から、縄文土

器の細片が出土した。 1は粗製の深鉢の胴部で、外面を粗いケズリで仕上げる。後期から晩期のもの

であろう。したがって、SK2の年代は縄文晩期以前と推定される。

第 2表  3区落とし穴一覧表

検出面 (cm)

形態   長軸   短軸

底面 (cm)

形態   長軸   短軸
癬
くｃｍ＞

底面 ビッ ト(cm)

数   杭腹    径    深 さ
位   置 備   考

127 24× 16 丘陵西斜面

120 32×28 丘陵東肩部   縄文土器出土

SK3 長楕円形   109 68  長楕円形   41 14× 12

長構円形   107 62  長楕円形   64

65  長楕円形 102 23× 16

墓媛 SK6～SK8(第 14図 図版 8)

調査区の中央、尾根上の平坦面に3基の墓娠が集まっている。いずれの墓娠も、後世の上塁の築造

のために上部を削平されており、底面近くの15cmほ どが残っているにすぎない。

SK6は 3基の中央に位置し、主軸は東南東に向く。底面は緩やかな二段掘 りになっているが、北側

に偏っていて、底面間の差はわずか 9 cmし かない。底面が平坦でなく小口の痕跡などは認められない

ので、木棺ではなく素掘 りの上坑に埋葬したものと考えられる。 5世紀第 3四半期頃の土師器の杯

(第 14図 2)が破片となって出上した。伯者町による試掘調査でも、同時期の低脚杯が出土している。

SK7は 、SK6の 西側に約1.7m離 れて位置し、主軸をほぼ北に向ける。底面は二段掘 りで、深さ22

cmの上坑が中央にある。その幅は33cmで、SK6と ほぼ同じである。小口痕はないが、中央坑の底面は

平坦で埋土に炭化物が含まれるので、木棺墓の可能性がある。遺物は出上しなかった。

SK8はSK6の東方1.7m、 SK7と は約 5m離れて設けられ、主軸はほぼ北を向く。長方形の小さな土

坑で、底面に中央坑はない。遺物は出上していない。

土坑の底面付近のみが残っていることからすると、本来はもっと多くの墓城があつたが、それらは

削平により失われ、たまたま深めに掘られていた3基のみが残ったのかもしれない。埋葬施設と副葬

品の貧弱なことが注意されるが、それは後述する坂長35号墳にも共通する特徴であり、坂長古墳群の

特色と考えられよう。
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第 3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区 の調査

第 3表  3区墓壊一覧表

検出面 (em)

長さ   幅

底面 (an)

長さ   幅
灘
ｍ

中央坑(m)

長さ   幅    深さ
主軸方位 鮪   考

東南東61度 土師器杯出上

炭化物出土

Ｊ

．

トヽレ・
．

0       1 :4      10clll

第14図 遺物観察表

SK7
①黒褐色± 7 5YR3/2ローム粒少混 しまる
②暗褐色± 7 5YR3/3ローム粒少 炭混 しまる
③暗褐色± 7 5YR3/3ローム粒少混 やや粘質
④黒褐色± 7 5YR3/2ローム粒少混
⑤暗褐色± 7 5YR3/3ローム粒混 やや粘質
⑥暗褐色± 7 5YR3/4ロ ーム粒 炭混 やや粘質
⑦暗褐色± 7 5YR3/4ロ ーム粒 炭多混 やや粘質

①黒褐色± 7 5YR2/2ローム粒
わずかに混

②暗褐色± 7 5YR3/3ローム塊少混
やや粘質

③灰褐色± 7 5YR4/2ローム塊混
やや粘質まる

0        1:40        50cm

*復元値 △現存値

SK6

①黒褐色± 7 5YR2/2ロ ーム粒少混 しまる
②黒褐色± 7 5YR3/2ロ ーム塊少混 しまる
③灰褐色± 7 5YR4/2ロ ーム塊少混 しまる

『一Ｂ

＞

―

。

ヽ

Ｐ

．

土

成

胎

焼
縞
一価

別

種

種

器

構

位

遺

層

図

号

挿

番

物

号

遺

番 文様 1調整
―a径 (cm)

醸      (oml

H 埋里督層
土師器    ,1.8   剰 1

然

外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ コナデ 底部ナデ

密

やや良好

内外面 :橙色

第14図 SK6～SK8お よび出土遺物
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第 2節  3区の調査

溝 SDl(第 15図 )

調査区中央東寄 りの尾根上に位置する。不整形の半円に巡る浅い溝で、幅0。 7～ 1.8m、 深さ0。 1～

0.2mを 測る。北西側には続きが認められず、南東恨Iは曖味であるが、円形に復元すると内径7.Om外

径11.Omに なる。遺物は出上 しなかった。

削平された古墳の周溝の可能性 もあるが、不整形すぎる。時期・J隆
格とも不明の溝としておく。

土塁と溝 SD2(第 16・ 17図 図版 9)

調査区南端からちょうど北西に向かって走る土塁で、調査区内での長さは70mを 測る。調査地のあ

る丘陵を横断して設けられており、両端は調査区外の丘陵裾近くまで達している。現地表面からの高

さ約0。 6～ 0。 8m、 幅約3.8mを 測る。土層断面の観察から、本来の幅は2.7m前後、高さは1.0～ 1.5m

程度あったものと推定される。内部はⅡ層あるいはⅢ層相当の褐色土や黒色土を盛 り上げて築かれて

いるが、互層にしたり突き固めたりした様子はなく、やや締まりがよい程度である。また、表面に粘

土を貼るなどして固めた痕跡も見られない。比較的雑なつくりの上塁である。尾根の最高所では、土

塁は約 3mに わたつて途切れている。調査の結果、門などの構造物の跡は検出されなかったので、山

道を付けるために後世に切つたものと考えられる。

築造年代を推定できる手がかりとして、土塁の裾近くの内部から北宋銭の景徳元宝が出土している

(Cl)。 初鋳年は1004年であるが、公式には寛文10年 (1670)の渡来銭使用禁止令まで流通したとさ

れるので、17世紀までの年代を考える必要がある。他に土塁内部からは須恵器の壷顕部 (3)が出土

している。坂長古墳群に関係するものであろう。

上塁を除去すると、南辺から土塁に沿って溝SD2が現れた。除去範囲全体において、25mの長さで

86 1m

Ь褐盤枷μボツボツ

9  ,40  1jm

①黒褐色± 7 5YR3/2

②暗褐色± 7 5YR3/4

第15図  SDl
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ローム粒少混  しまる
ローム粒多混炭混 ボツポツ

①褐色± 7 5YR4/4ボ ツボツ

②黒褐色± 7 5VR3/2ロ ーム粒少混

B'



第3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区の調査

①表土
②褐色± 7 5YR4/6ク ラック多い
③褐色± 7 5YR4/4ややボツボツ
④暗褐色± 7 5YR3/4

⑤黒褐色± 7 5YR3/2ややしまる 旧表土
⑥明褐色± 7 5YR5/6やや粘質
⑦橙色± 7 5YR6/8ボツボツ
③灰褐色粘質± 7 5YR4/2+控 色粘質± 7 5YR7/6漸移層
◎褐色± 7 5YR4/3非常にしまる根痕

第16図 遺物観察表

①表土
②褐色± 7 5YR4/4ややボンボツ
◎暗褐色± ■5YR3/4ロ ーム塊少混 ややしまる
④黒褐色± 7 5YR3/2ややしまる 旧表土
⑤橙色± 7 5YR6/8ボンポノ
⑥灰褐色粘質± 7 5YR4/2■ 橙色粘質± 7 5YR7/6漸移層

0      1:4     10cll

Ч 止 鞠∞働

9 1:50 中

0       1:2      5all

*復元値 △現存値

考備調 |0
土

戯

胎
■焼

・糾

種

種

一器
一難
馳

郷
器

支権●調整麗冊 籍い)

遺物

善号

土塁   須恵器

黒色土    奎

△3.8 外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

密

良好

景徳元宝

-22-

内外面 :灰魯

1004年初鋳

量鵡
一■
一一
一●
一豊

一一
一
・
．．一
一一

整
鶉

脩質年||■ 蜘 輸 ) 重量的)

土塁

椰
24.8 銅

第16図 土塁および出土遺物



第 2節  3区の調査

①褐色上 7 5YR4/6やや粘質 ボツボツ

②明褐色± 7 5YR5/6やや粘質 ボソボソ

③暗褐色± 7 5YR3/4やや粘質 ローム粒少混

0             11150           5m

*復元催 △現存値

壕寺工

第17図 遺物観察表

色   調 備   考
土

成

胎

焼
矯
師

別

種

種

器

構

位

遺

層

図

号

挿

番

勘

器
文様・調整

口径 (cm)

底径 (cm)

4 V 
埋堅哲層  

須

愚

器

第17図 SD2および出土遺物

確認している。ローム層を掘 り込んで設けられており、幅75cm、 深さ30cmを 測る。埋上の構成は、土

塁内部と類似しているので、土塁の崩上であろう。防御用の空堀と考えるには、あまりに小規模なた

め、土塁の築造時に目印などに掘られたものと考えられる。須恵器の磁頸部片 (第 17図 4)が出土し

ており、古墳群からの流れ込みと考えられる。

土塁の性格については、小規模なことや、周辺が自然地形で郭・堀切等が見られないことから、山

城などの防御の目的は考えにくい。現在、土塁を境にして北側が普門寺、南側が複数の個人の所有地

となっていることが注目される。また、土塁の築造方法も性格を考える上で参考になろう。南辺にの

み溝が設けられていることや、北側の遣構や包含層は削平されているのに対し、南側に隣接する坂長

35号墳には手が付けられていないことを考えると、土塁北側の土地所有者が南側に対する境界線とし

て設置した可能性が高い。普門寺の正確な創建年代は不明ながら、永禄 5年 (1562)に没した安国寺

二世器工晟仁和尚の開山とされるので (『岸本町誌』)、 北宋銭の流通年代も考慮すると、土塁は室町

時代後期から江戸時代前期頃に寺域を示すものとして設けられたのではなかろうか。

3,遺構外出土遺物 (第 18・ 19図 図版10)

第18図 5は縄文土器の壺形土器で、注口土器であるかもしれない。底部は小さくわずかにくぼむ。

肩部に2段の面を設け、下の段には2条の凹線を巡らす。口縁部にも2条の凹線を巡らす。肩部と口

縁部には指頭によるくぼみが 3段にわたつて施され、 1周 を5区画に分ける。縄文後期後半の凹線文

系土器に属するものであろう。6も 同様の土器の口縁部片で、内部に凹線を巡らせて刺突を加える。

7は弥生土器の壺頸部で、中期後葉。 8は土師器の小壺で、 5世紀後半のもの。

△2.6 外面 :回 転ナデ 波状文

内面 :回 転ナデ
留
餅

外面 :灰色

内面 :鈍い黄橙色
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第3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区 の調査

第18図 遺物観察表

第18図 遺構外出土遺物 (1)

*復元値 △現存値

撃警 類留  潜 糧   票 程
口径 (em)  器高
底径 (cm)  (em) 色   調 備  考

5 ,8 発  墾彬圭薫
潤 26就

目 :ヂ挙
ナデ 上半ミガキ 2条の凹線 密

餅
内外面 :灰白色

6 18 嶋  縄文土器 △&9錯
目 :畠姦

の
対霙

指頭による qぎみ  やや密 4鰤以下の砂粒 移 く含む 内外面 :鈍い黄橙色

7    18 L9   弥生上器
3層    壺

△35 
織雷 :捨峯産痩 

条以上の凹線 列点 密 砂粒を多 く含む
良好

内外面 :鈍 い橙色

8    18 L5    土師器
2層    小壺

△59 外面 :頸部以上ヨコナデ 以下ハケメ
内面 :頸部指頭圧痕 胴部ケズリ

密  l mm大
鍵琺井

を多 く含む   内外面 :鈍い橙色

黍

0       1:4     10cm

0      1:2     5cn

第19図 遺構外出土遺物 (2)
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第 3節 坂長35号墳の調査

第19図 遺物観察表

遺物   挿図
番号   番号

遺 構
層 位

法   量
幅 (cm)  厚 (cm) 重量 (g)

石   期

‐０
層

Ю 
“儲漏昇

溝
両面調整石器 △37 頁岩

Kll
2層

△10.2

19  ソフト召lム上面 石英

』
媚

第19図 Slは凝灰岩製の石鍬で、剥片を素材にした小型のもの。S2は頁岩製両面調整石器の基部破

片。尖頭器であろうか。坂長35号墳周溝からの出土。S3は磨石の破片で、花闘岩製。S4は 石英製石

核。水晶に近い良質の礫を半割 し、分割面を作業面として求心的に鱗形の剥片を剥いだもの。節理で

半分に折れた後も、折れ面を作業面や打面として、剥片の剥離が試みられる。ソフトローム上面で出

土 し、技術的にも旧石器の可能性があるため、この石核が出土 したH9グ リッドを中心にローム層の

調査を行ったが、石器は出土 しなかった。S5は砥石で、流紋岩製。表裏両面が主な砥面 として用い

られる。土塁付近からの出土なので、土塁の築造時に使われたものかもしれない。

第 3節 坂長35号墳の調査

1.概要

坂長35号墳は、坂長下門前遺跡 3区内の南西部、K4グ リッドを中心に位置する円墳である。標高

89。 3m～ 90.2mの丘陵稜線上に築かれている。調査前の状況では高さ約85cmの不整形な地形の高まり

であった。伯者町教育委員会が平成17年度に古墳をほぼ横断する形で試掘 トレンチを入れたが、断面

は黒色土のみであったため、古墳ではない可能性が高いとされていた。この結果を受け、調査は古墳

であるかどうかを確認するために、裾から周溝を探す目的で十字にトレンチを入れた。確証は得られ

ず、埋葬施設の有無を調べるため中央部にもトレンチを入れたところ、ようやく棺の裏込めと推定さ

れる粘土塊を土層断面で確認した。この時点で構痕跡と推定される部分の半分ほどは失われていた。

結果的に調査の手順が適切でなく埋葬施設の調査が不十分になった点は反省しなければならない。

径12.Om、 高さ1。 lmの円墳で、幅0。 9m～ 2.3m、 深さ約10～30cmの周溝がめぐる。埋葬施設ははっ

きりしないものの、木構直葬と推定される。主体部からは古墳に関係する遺物は出土しなかった。周

溝からは2点の土師器壺などの上師器と滑石製・ガラス製の玉類が、墳頂からは須恵器壷が出土し

た。多く出上した土器の年代から、 5世紀第 3四半期の築造と考えられる。上器には原位置に正立し

ていたものがあったことや封土最上層の粘質土が残っていたことから、未盗掘であったと判断される。

2.遺構と遺物

墳丘 (第 20。 21図 図版■)

墳丘は最大径12,Omの 円形に復元される。周溝底からの高さ1,lmを測 り、北西部約 4分の 1は後

世の山道によって削られている。径に比して高さが著しく低いため、外観は非常になだらかである。

土層断面を観察すると、墳丘の下半は黒色土 。漸移層・ローム層という自然の層序が保たれている

ことや、盛上の主体となる黒色土に少量のローム粒が含まれること、この黒色土は中央で途切れてい

ることが注目される。このことから、墳丘の築造方法は概ね次のように推定される。 1)まず、墳丘

―-25-―
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9 1:100 知

第20図 坂長35号墳
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7 
5Y
R4
/3
ロ

ー
ム
粒
混

し
ま
る
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第 3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区 の調査

をつ くる範囲で地面を削つてしまりの良い黒色上の面を露出させる。 2)棺を乗せる部分を残 して、

周辺から集めた黒色土を厚さ約40cmに盛る。 3)棺を置いた後でその周囲をローム層の粘上で固め、

さらに盛土との間を漸移層からの粘質土を主体 とする粘土で充填する。 4)最後に、墳丘全体を厚さ

約15cmの ローム層由来の粘土で覆う。なお、墳丘上層からは弥生時代後期の甕口縁部の細片 (第23図

14)が出上 しており、坂長下門前遺跡 3区内の遺物包含層が盛土に使われた可能性を示唆 している。

墳頂には、棺のすぐ横にあたる位置に、須恵器重が正立して残されていた (図版13-3)。 第23図 3

で、外面は平行タタキで仕上げ、内面は凹凸のある小石のような当て具を用いる。底部は小さく打ち

欠かれている。 6世紀第 1四半期のもので、本古墳では最も新 しい遺物であり、小規模な古墳ながら

長期間にわたって祭祀が続けられていたことが分かる。

墳丘表面から埋葬施設までわずか15cmし かないことや、封上の大半がしまりの良くない黒色土で作

られていることが本古墳の大きな特徴である。

埋葬施設 (第22図  図版12・ 13)

埋葬施設は墳丘中央に 1基存在する。これは明瞭な掘 り込みや棺痕跡で確認できたものではなく、

土色や土質の微妙な色合いの差、特にローム塊の含有量の違いをもとに検出したものである。墓娠は

不整形で、東西3.5m南北3,Omを 測る。上述のように、墳丘を掘 り込むのではなく、中央だけ上を盛

らずに形成 したため不整形になったのであろう。墓墳の、棺内および棺周辺 と推定される部分以外

は、ローム塊を多 く含む灰色粘質上で埋められている。

棺痕跡は長さ2.4m、 幅1.2mを 測 り、墓墳の中央に主軸をちょうど東西方向に向けて位置する。墳

丘の南北断面において確認される、30cmの高さに直立する厚さ7～ 18cmの 粘土塊は棺の裏込めと思わ

れる。この隣の土には炭化物が少量含まれているので、棺内土であろう。棺痕跡 とした範囲は主に

ロームを主体とする上で構成される。これは、おそらく棺が腐食 した後に裏込めの粘土塊が棺内の空

間に倒れ込んだ状況を表 していよう。したがって、木棺本体は、もう少 し小さかったはずで、土層断

面からは幅40～ 60cm、 長さ180cm程度に復元できそうである。棺内部分の土はすべて水洗選別を行つ

たほか、 トレンチを掘削する際にも細心の注意を払ったが、弥生土器底部の細片 (第23図 15)が 1点

あった他に遺物はなかったので、棺内あるいは墓壊内への副葬品に、腐食に耐えうるようなものはな

かったと推定される。そのため、埋葬施設からこの古墳の年代を知ることはできない。なお、墳丘を

除去する調査過程において、他の埋葬施設の存在を疑わせるような粘土などや遺物は検出されなかっ

たので、埋葬施設はこの 1基のみと考えられる。

周溝 (図版14。 15)

幅0。 9m～ 2.3m、 深さ10cm～ 30cmを 測る。本来は墳丘を 1周 していたであろうが、北半は一部を除

き後世の山道により失われている。全体に浅い周溝であるが、地表面を掘り込んだ上で墳丘が築造さ

れていると考えられるので、築造時の地表面からは50cm程度の十分な深さがあったはずである。

周溝内からは、南西部を中心に、祭所Eに使われた土師器と玉類が出土している。(第23・ 24図 )

第23図 1は周溝内墳裾から直立した状態で出土した壺である。有段回縁をもち、肩部に粗雑な綾杉

文を2段 に刻む。底部は13cm× 5.5cmの長方形に打ち欠かれている。下半には煤が付着している。か

なり退化した古墳時代前期の要素が認められるので、 5世紀第 1四半期頃のものであろう。この壺の

中からは5世紀第 3四半期の郭 8が出土した。壼 1の顎部は最も広いところで11.5cmで あるのに対

し、杯 8の最大径は12.5cmあ るため、杯を壊さなければ押し込むことはできない。実際、壷 1に護ら
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第 3節 坂長35号墳の調査

①表土                            ⑫黒褐色± 7 5YR3/2ロ ーム塊混 しまる

②笹色粘土質 7 5YR7/6黒 色土多混 しまる            ⑮褐色上 7 5YR4/3ロ ーム粒多混 ボツボツ
③黒褐色± 7 5YR3/2ロ ーム塊わずかに混            o4B色 ± 7 5YR4/3ボッボッ(古 い根)

④黒褐色± 75釈 3/2ロ ーム粒少混               ⑮褐色± 7 5YR3/2ロ ーム粒混 ボツボツ

⑤黒褐色± 7 5YR3/2し まる                  ⑩灰褐色± 7 5YR4/2ロ ーム粒多混 やや粘質
⑥灰褐色粘質± 7 5YR4/2+橙色粘質± 7 5YR7/6漸移層     ⑫暗褐色± 7 5YR3/3ロ ーム粒少混
②橙色粘質± 7 5YR7/6・ 灰色粕質上7 5YR72混 しまる     ⑪暗褐色± 7 5YR3/3ロ ーム粒わずかに混 やや粘質
③橙色粘質± 7 5YR7/6・ 灰色粘質±7 5YR4/2少混 しまる    ⑩灰褐色± 7 5YR4/3ロ ーム粒混 しまる

③灰色粘質± 7 5YR4/2ロ ーム塊多混 炭少混 しまる       ⑩禍色± 7 5YR4/3ロ ーム粒混

②灰褐色± 7 5YR4/2ロ ーム粒多混 しまる

②褐色± 7 5VR4/3ロ ーム粒混 しまる

第22図 坂長35号墳埋葬施設

れた良好な出土状態にもかかわらず、不 8には約 4分の 1の欠落部分があるので、打ち欠いた部分を

回して押し込んだと思われる。 2つの上器の内部の上を水洗選別したが、何も見つからなかった。

壺 1の周辺からは、他に9個体分の郭が周溝埋土および底面直上から出土した。いずれも5世紀第

3四半期のもので、完形に復元できるものはない。祭祀の終了後に壊されているかもしれない。

周溝内では東南部からも土器が出土している。第23図 2は墳裾に正立していた壺である。底部に穿

子しはなく、他の上師器とは違って完形で供えられていたと考えられる。他の杯などと同じ5世紀第 3

四半期のものであるが、この上器だけ離れているので、別の機会に用いられたものかもしれない。

周溝の南端近くからは玉類が出上している (第24図 )。 現場で確認できたものはいずれも周溝外縁

側の底面上で出土している。多くは底面付近の上から水洗選別によって採取した。したがつて、まだ

⑩黒褐色± 7 5YR3/2ロ ーム粒わずかに混

①灰色粘賞± 7 5YR4/2ロ ーム塊多混
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第3章 坂長下門前遺跡 2・ 3区 の調査

※

09 11

V

第23図 遺物観察表

13

第23図 坂長35号墳出土土器

*復元値 △現存値

撃留 奪目  潜 窪  霞 魁 屡犠t錦1 電戸 文様 。調整 胎   土
焼   成

色   調 備   考

1  23  底暑薔上  
土
墾
器 24.1 

織目 :呂 忌魏Eコ写馨昇
胎    『 評零挙

文 2段
 電好 mm以

下の砂粒を多 く含む 内外面 :鈍い黄橙色 下半外面スス付着
底部打ち欠き

2 郷
底昌書上

上
聖

器 ア.5  144 外面 :ナデ
内面 :口 縁部ヨコナデ 以下ケズリ後ナデ

密
良好

内外面 :橙色

3 密 竿吾 復冒釜
Mお 憎Ю

偽圏:覆難既土目筆李事蟄雫菫7負覆
キ

貿好 
かい砂粒を含む 内外面 :灰色   底部打ち父き

4 23 繭雷趾 上課器 脱 48網
:目 ∃茅事魯肇字季

り後ガ 密
良好

内外面 :橙色

5  23  底昌書上  
土
探
器 12.5  46 

織目:昌 ∃チ夢 唐離字祭
り後ナデ 密

良好
内外面 :橙色

6    23 星至 土
探
器 *惰フ △■4織

目i昌 ∃李事蜃雫穿奏サ 賓好 
かい砂粒を含む 内外面 :明橙色

7    23 星重 土
界
器 細缶6 

“
0紹

:昌 ∃す事翻穿季り後ナデ 貿好 
かい砂粒を含む 内外面 :明積色

8  23  歪W盈  
土
叩
器 12  4.1 外面 :ヨ コナデ 底部ケズリ

内面 :ヨ コナデ 底部ナデ 質好 粒
をわずかに含む 内外面 :橙色   壺 1内 に入れられて出土

9    23 星童 土
甲
器 *‖ 詢 △

“
7偽

露:目 ∃李季底部ケズリ
貿好 

かい砂粒を含む 内外面 :明橙色

10   23 周溝   土師器   キ124 △4.5 外面 :ヨ コナデ
埋土    雰           内面 :ヨ コナデ 質好 

かい砂粒を合む 内外面 :明橙色

屋童   
土
界
器  キ136 △31 

織雷:目 ∃チ票 質好 
かい砂粒を合む 内外面 !明橙色

12    23 匪 報
器 判i2△&2絹

:昌 ョチ事 賓好 
かい砂粒を含む 内外面 :橙色

屋童   
土
界
器  *11.9 △27 

織目:目 ∃茅事 質好 
かい砂粒を含む 内外面 :明橙色

14    23 〒層 弥
勇ま
器 判λ3規 1鶴

目:昌忌素雪コヌ塀部
:擬凹線

賢好 
かい砂4tを 多 く含む   内外面 :淡黄褐色

脩 欝 嘲
弥生土器 *50△28織

震:才雰リ
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第24図 遺物観察表

第 3節 坂長35号墳の調査

△復元値

⑥

　

①

◎

O B2

◎   ◎

⑭ B3   ⑭

◎

CD B5

B15     B16

0    1i1   2cn

―

馨留 誓薯 潜経 種類 外径梶耐厚 霊汗 材質 備考

24   恩書  小玉  2.6  12   1.4  01  ガラス 淡青色

劉 晨言 怪 28 儀9 ■7 αlガラス婿色

24   屡蕃  小玉  2.5  08   2.0  0.1  ガラス 淡青色

⑥

呵
B9

ω

◎

　
□

罰

CIl

Cl

日

24   展言  小玉  2.9  1.3   17  0,1  ガラス 淡青色

②  ◎
24  

底晨書上 小玉   30  13   2.0  01  ガラス 淡管色

24   周溝  小玉   45  1,0   29  01 滑石

24   周溝  小玉   4.5  12   2.2  01 滑石

24   周溝  小玉   4.2  1.5   25  0.1 滑石

24   周溝  小玉   45  14   1.5  01  滑石

⑥  ◎ ◎  ◎ 団 0 知
底昌蓄上

小玉  ■3 ■6 π3α l滑 石

Bl1  24  
底暑曹上 小玉   45  14  △1.4  01 滑石

B12  24  底暑盲上 小玉  4.2  1.5 1,3  0,1 滑石

B13  24  底昌醤上 小玉 3.3  01  滑石

第24図 坂長35号墳出土玉類 24   周溝  小玉   49  1.5 21  0.1 滑石

B15  24   周溝  小玉   4.5  15   1,8  01 滑石

B16  24  周溝  小玉   4.5  1.5 0.1 滑石

周溝に土砂が流入していない、古墳の築造後間もない時期の祭祀で使われたものと思われる。しかし

ながら、南側には隣接して坂長34号墳が所在するので、34号墳に関係する遺物である可能性もつF除で

きない。ガラス玉は5点出土 した (Bl～ B5)。 いずれも淡青色で、径2.5～ 3.Omll、 厚 さ1。 4～ 2.Oal14

の、ごく小さいものである。一連で用いられたものと思われる。滑石製小玉は完形品が27点、破片が

6点出土している (B6～ B16)。 大きさの平均は径4.5alm、 厚さ2.21nlnで ある。素材になった滑石は労

開性がやや強いようで、輪切 りの方向に2分あるいは3分 しているもので完形か破片か区別し難いも

のがある。本来の厚さは約 3 1nlnに なるであろう。

埋葬施設からの出土遺物がないため、坂長35号墳の年代を決定するには、周溝の出土遺物をもとに

することになる。最も古い壷 1は、穿子しされているにもかかわらず煮炊きの痕跡がある。使用歴のあ

る古い土器を祭祀に再利用していると考えれば、築造年代は土器よりも少 し新 しく考える必要があ

る。あるいは、壷 1は より古い他の古墳に樹立されていたものを持ってきたのかもしれない。周溝出

土の土器のほとんどが 5世紀第 3四半期の年代が与えられること、特に壺 1と 郭 8が同時に使われて

いることは重要である。また、滑石製小玉の出土状況は、古墳の築造からそう時間を経ていない時期

に遺されたことを示唆している。以上から5世紀第 3四半期の年代をあてるのが妥当と思われる。

参考文献

岸本町誌編さん委員会編 1983F岸本町誌』

伯者町教育委員会編 2007『伯者町内遺跡発掘調査報告書』
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第4章 坂長ヨコロ遺跡の調査

第 4章 坂長ヨコロ遺跡の調査

第 1節 立地と基本層序

坂長ヨコロ遺跡は越敷山から北へ派生する丘陵の先端部に位置する。 1区が丘陵尾根上、 2区が狭

にな谷部にあたり、いずれも比較的急な斜面地となっている。標高は 1区の最高所が83.3m、 2区の

北西端が58.7mで あり、遺跡内では約24.6mも の比高差がある。

2区では標高の低い北側で加工段が上下、二段にわたり造成されている。造成された時期は判然と

しないが、上層を中世から近世にかけての遺物包含層に覆われていることから中世以前の可能性が高

い。加工段の幅は1～ 9mと 一定ではなく、また、平坦面に遺構がみられないことなども勘案する

と、古道であった可能性が考えられる。

また、 2区の北東側の斜面裾部は崖状となり、本来の地形を留めていない。遺跡北側の水田域は以前

溜め池であったという伝承が残っており、この地形改変は溜め池の浸食作用によるものかもしれない。

調査前の現況は 1、 2区 とも山林である。

各調査区の基本層序は以下のとおりである (第25。 27図 )。

1区  I層 :黒褐色シルト。最大30cmの厚さで堆積する。土師器の細片を僅かに含む遺物包含層であ

るが、堆積時期は特定できない。

Ⅱ層 :黒灰褐色シルト。 5～ 10cmの厚さで堆積する。 1層 と3層 の漸移層である。無遺物層で

ある。

Ⅲ層 :にぶい黄褐色粘土。ローム層。

Ⅳ層 :橙褐色粘土。ローム層。

2区  l層 :暗褐色シルト。調査区北半に形成された段状の地形に厚 く堆積する。厚さは20～ 30cmで

ある。古墳時代中期のS11を覆っており、土師器、須恵器、陶磁器などを含む。中世か

ら近世にかけての遺物包含層と考えられる。

2・ 3層 :にぶい赤褐色粘土。 l区の4層 より下部のローム層と考えられる。

4・ 5層 :黒褐色シルト質粘土。ローム層。礫を多量に含む。

6層 :責褐色粘土。ローム層。砂礫を含む。

7層 :赤褐色粘土。ローム層。

8380m

I 黒褐色シルト (10YR2/2)
Ⅱ 黒灰褐色シルト (10YR3/1)

1と 3の漸移層
Ⅲ にぶい黄褐色粘土 (10Ⅵもの

ローム層
Ⅳ 橙褐色粘土 (10YR4/6)

ローム層

l i 40

第25図  1区土層断面図
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第 4章 坂長 ヨコロ遺跡の調査

69,00m

6&00m

O盈lXlm

暗褐色シルト (10YR3/41 中世～近世遺物包含層
にぶい赤褐色粘土 (5YR4/41 ローム層
にぶい赤褐色粘土 (5YR4/4)ロ ーム層、2よ りしまり強
黒褐色シルト質粘土 (loYR2/2)ロ ームの二次堆積層、有色砂礫を多
く含む
黒褐色シルト質粘土 (10YR2/2)ロ ームの二次堆積層、 4よ り大きめ
の礫を多く含む

黄褐色粘土 (10YR5/6)ロ ーム層
赤褐色粘土 (5YR3/6)ローム層

第27図  2区上層断面図

第 2節  1区の調査

1日 概要

縄文時代の落とし穴と考えられる土坑 4基、中世墓 l基を確認した。

出土遺物はごく僅かで、落とし穴から縄文土器や石鏃、中世墓から骨壷

として使用されたと考えられる備前焼壷が出土している。

2日 遺構と遺物

落とし穴

SKl(第28図 図版19)

D3グ リッド、標高73.Omの斜面に位置する。平面形は長軸1.2m、 短

軸85cmの精円形を呈する。検出面からの深さは1.5mで ある。底面の中

央には径20cmの小穴があり、深さは45clllで ある。遺物は出土していない

が、縄文時代の落とし穴と考えられる。

SK2(第29図 図版19)

E3グ リッド、標高79。 5mの斜面に位置する。平面形は長軸1.lm、 短

軸96cmの 円形を呈する。検出面からの深さは1.4mで ある。底面の中央

には径22clnの 小穴があり、深さは30cmで ある。遺物は出上 していない

が、縄文時代の落とし穴と考えられる。

A

6600m

的一　　　的一
0    1:100   2m

―

1 黒褐色シルト (10YR2/1)

0    1:40   1m

鶏 :
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第 2節  1区の調査
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第32図 SK4出土遺物

SK3(第30図 )

E3グ リッド、標高79。 9mの斜面に位置する。平面形は 第31図 SK4
長軸1,3m、 短軸1.lmの 円形を呈する。検出面からの深さ

は1.15mで ある。底面の中央には径27calの小穴があり、深さは55cmである。埋土中から縄文土器片が

出土した。縄文時代後期または晩期の落とし穴と考えられる。

SK4暢鶉1・ 32図 )

F4グ リッド、標高81.4mの斜面に位置する。平面形は長軸1.8m、 短軸1,7mの やや歪な円形を呈す

る。検出面からの深さは1.6mで ある。底面のほlF中 央には24cnaの小穴があり、深さは30clnで ある。

遺物は埋土中から縄文土器の細片、石鏃Slが出土している。詳細な時期は特定できないが、縄文時

代の落とし穴と考えられる。
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第4章 坂長ヨコロ遺跡の調査

中世墓

SXl(第 33・ 34図 図版19)

D3グ リッド、標高75.8mの急斜面に位置する。墓媛内から蔵骨器とみられる備前焼重が出上 し、

火葬墓と考えられる。備前焼壺は表土剥ぎ中に重機により掘 り起こしてしまったため、正確な出土状

況は明らかにしえない。ただし、遺構の周辺は包含層が遺存せず、急斜面のため堆積層が著しく流出

し、備前焼壼の上半がすでに表土中に露出してしまっていたものと推測される。確認できた墓壊は径

27cmの 円形を呈し、蔵骨器とほぼ同じ大きさで掘られたと考えられる。備前焼壷内部に副葬品はな

く、流入していた土壌を全量採取し洗浄したが、骨片等も回収できなかった。

備前焼壷 1は高さ38.6cmで 、肩部に二条の直線文と櫛書きによる波状文が施される。頸部は直立

し、口縁の玉縁は小さく、断面形がやや三角形ぎみとなる。重根編年ⅣB翌期 (15世紀中頃～16世紀

初頭)に比定され①、本遺構の帰属時期を示す。

0       1 :20     50cm

第33図 SXl

0       1 :4      10cn

第34図  SXl出上土器

第 3節  2区の調査

1.概要

古墳時代中期の竪穴住居跡 l棟、中世墓 l基を検出した。遺物は包含層中から土師器、須恵器、陶

磁器、灯籠、鉄製品などが出上している。なかでも、中世に比定される遺物の出上が目立ち、少量な

がら貿易陶磁や灯明皿が含まれている点は特筆される。
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第3節 2区の調査

2日 遺構

竪穴住居跡

S11(第 35。 36図 図版21)

C8グ リッド、標高65。 3～64.4mの緩斜面に位置する。南側は中世以降の地形改変や流出により遺

存していない。平面形は長辺4m以上、短辺4`5mの方形、または長方形を呈する。壁高は最大56cm

で、北壁、および東西壁際には幅14cm、 深さ10cmほ どの周壁溝が巡る。南半の床面には壁面に沿つて

コの字状に盛土が施され、いわゆるベッド状遺構と考えられるが、形状は歪で、幅も20～ 90cmと 一定

しない。盛上の厚さは1～ 6 cmで 、地山のロームブロックを主体とする。

主柱穴は北壁沿いで 1基 (Pl)のみ確認したも本来は南壁沿いにPlに対応する主柱穴が存在した

とみられ、2本柱で上屋を支える構造であったと推測される。Plは長軸56cm、 短軸36cIIlの精円形を

呈し、径22cmの柱痕跡が確認されている。

汽〒く
営■■■

干幸1事 |

川

li._1貼床

鰯饉鰯柱痕跡

日

目|ロ

o    S=ユ :29   50cn

F

f

ぃヽ

ぃ一Ａ 一ご一的一Ｃ

2m

1 黒褐ヨシルト (10YR2/3)
2 暗褐色シルト (10YR3/41
3 暗鶴色シルト (10YR3/41
4 暗褐色シルト (10YR3/3)
5 暗褐色シルト (10YR3/3)
0 暗褐色シルト (10YR3/2)
7 黒褐色シルト (10YR2/31
a 暗褐色シルト (10YR3/3)
9 暗褐色シルト (10YR3/4j
10 褐色シルト (10YR3/4J
■ 暗黄褐色―シルト (10YR3/4)
12 暗黄褐色シルト (10YR3/4)
13 黒褐色シルト l10VR2/31
14 暗褐色シルト (10YR3/4J
15暗褐色シルト (10YR3/3)

a宮35図  SH
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拳大の礫を多く含む
炭化物を多く含む心粘性弱
災化物を多く含む
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食牝甥1忽継 _ムプロックを含む
橙褐色ロームプロックを含む

褐色ロームプロッタを含む

淡褐色ロームプロツク主体 貼床
柱痕跡



第4章 坂長ヨコロ遺跡の調査

0          2:3         5cm

第36図  S11出土遺物

遺物は検出面から須恵器杯 (2)、 床面、および埋土中から土師器甕 (3～ 5)、 小型丸底壼 (6～

8)が出土している。また、床面の中央付近からは38× 30cmほ どの扁平な礫が据え置かれたような状

態で出土し、台石として利用された可能性もあるが、明確な使用痕は確認できなかった。

本遺構の時期は、床面、および埋土中から出土した土師器甕 3、 4、 小型丸底壺 6～ 8が天神川Ⅵ

期に比定され②、古墳時代中期 (5世紀中葉頃)と推定される。

中世墓

SX2(第37・ 38図 図版20)

C■グリッド、標高66.Om前後の緩斜面に位置する中世墓である。やや歪ながら一辺2.7mほ どの方

形の盛土に貼石が施されている。盛土は現状で最大20cmの厚みがあり、斜面下方に厚 く盛られていた

と考えられる。暗褐色シルトの単層で、掲き固められた様子は窺えない。只占石は盛上の東西辺、およ

び墓墳上面付近に置かれている。北辺では根攪乱等により盛上が流出しているため貼石が遺存してい

ないが、本来、只占石は盛土全体に施されていた可能性が高い。西辺では盛上の肩部に40cm角程度の角

礫が一列に並んでいる状況が窺えるが、その他の貼石に規則性は認められない。貼石は同一の石材

で、周辺の基盤層に由来する角礫が使用されている。

墓墳は盛土中央で2基検出され、重複関係から墓壊 l→墓娠 2の順に形成される。いずれの墓城も

土層断面や底面に棺痕跡は確認できないことから棺を用いずに土葬したものと考えられる。墓城 1は

長軸 lm以上、短軸1.Omの やや歪な長方形状を呈し、深さは65cmで ある。墓墳 2は長軸1。 2m、 短軸

1,Omの 円形を呈し、深さは59cmである。

盛土中から土師器郭 (10)、 墓娠 1の埋土中から土師器皿 (11)が出土している。本遺構の時期は

出土土器が人峠編年③の中世Ⅱ期に比定されることから、平安時代末頃 (12世紀)と考えられる。

逢

Ｓ２

Ａ
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穐
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第 3節  2区の調査

褐色シルト (10YR4/4)
暗褐色シルト (10YR3/3)
黒褐色シルトブロックを合む
褐色シルト (10YR4/6)
褐色ロームプロック主体
暗褐色シルト (10YR3/4)
褐色ローム細粒を多く含む
暗褐色シルト (10YR3/4)
3よ り褐色ロームプロックを多く含む
暗褐色ンルト (10YR3/41
5よ りしまり弱
暗褐色シルト (loYR3/3)
暗褐色シルト (10YR3/4)
ロームブロッタを含む
黒掲色シルト (10YR2/3)
ロームプロックを含む
暗褐色シルト (10YR3/4)
根撹乱の可能性もあり、しまりなし
暗褐色シルト (10YR3/3)
2よ りしまり強
暗褐色粘土質シルト (lllYR3/4)

6よ りしまり強
暗褐色粘土質シルト (10YR3/4)
ロームプロックを含む
暗褐色シルト (10YR3/31
しまり強
暗褐色シルト (10YR3/41
褐色ロームブロックを含む
褐色シルト質粘土 (10YR4/0
褐色ロームプロック主体、しまり強

第37図 SX2

3H遺構外出土遺物

第39、 40図は土器、土製品である。12～20は古

墳時代中期から古代に比定される。17、 18は移動

式篭で、同二個体の可能性がある。17は掛口から

胴部上半の破片で、タト面に突帯が巡る。19は土師

器イの底部で、内外面ともミガキが比較的丁寧に

第38図 SX2出土土器

施されている。底部外面には墨書があるが、判読できない。21～ 28、 32～ 36、 39～ 41は中世に比定さ

れる。21～ 25は ロクロ成形の土師器杯、または皿で、底部の切り離しは回転糸切りである。241よ 灯明

皿である。26～ 28は 手捏ね成形で、いわゆる京都系土師器皿と考えられる。31～ 33は輸入陶磁であ

る。31は朝鮮陶磁の皿で、内面に焼成時の砂目が残る。32、 331ま青花で、32は小野分類①の碗B群、

33は皿C群で碁笥底である。35、 36は 中世須恵器で、亀山系か。39、 40は備前焼壺、41は常滑系の甕

か。43は肥前系磁器である。

第41図 は石器である。S3は黒曜石製の石鏃で、凹基である。S4は磨石、S5は敲石、S6は 石鍬であ

る。第42図S7は灯籠の火袋で、内面に撃の痕跡が明瞭に残る。

第43図 Flは丸婆で、留金具と柄の木質が遺存する。近世以降の所産と考えられる。

第43図 Cl～4は銅銭で、いずれも1層 から出上している。Cと、 2は元豊通費 (1078年初鋳)、 C3は

紹聖元費 (1094年初鋳)、 C4は寛永通費で、いわゆる古寛永である。

―
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第 4章 坂長ヨコロ遺跡の調査
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第39図  遺構外出土遺物 (1)
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第 3節  2区の調査
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第40図 遺構外出土遺物 (2)

註

(1)重根弘和 2008「備前焼分類試案」『第 7回 山陰中世土器検討会資料集 山陰地方における備前焼』

(2)牧本哲雄 1999「 第9章第1節 古墳時代の土器について」『長瀬高浜遺跡Ⅷ・園第6遺跡』鳥取県教育文化財団

(3)八峠興 1998「山陰における中世土器の変遷について」F中近世土器の基礎研究』Ⅷ 日本中世土器研究会

(4)小野正敏 1981「 15～ 16世紀の染付碗、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究醜 2』 日本貿易陶磁研究会
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第 4章 坂長ヨコロ遺跡の調査

坂長ヨコロ遺跡土器観察表 *復元値 △現存長

備
土

成

胎

焼
ｍ
　
伽

径

径
口
底

別

種

種

器

構

位

遺

層

図

号

挿

番

物

号

遺

番 文様・調整 色   調
器高

(em)

1   34    SXl 密
餅

備前焼
壺

129
183

38.6 外面 :肩部波状文 沈線 2条 ヨコナテ

内面 :ヨ ヨナデ
にぶい黄褐色～浅黄色

2“ 艦  須
扉
器 対

夕
3 3.8 外面 :ヨ ヨナデ 天丼部回転ヘラケズリ

内面 :ヨ コナデ
灰色密

餅
ヘラ記号「×」

3弱 漂些 土
塞
器 *15,6  △18.5 外面 :嗣部ハケ

内面 :口 縁部ハケ 頸部以下ヘラケズリ
細かい砂粒 を含む

良好
橙色

4“ 卓巻 樫
器 判&0 △845 外面 :胴部ハケ

内面 :頸部以下ヘラケズリ
密
餅

にぶい黄橙色

5“ 漂些 土
塞
器 △167 外面 :胴部ハケ

内面 :風化の為観察不能

4 mm以 下の砂粒を含む

良好
褐色～明掲色

6“ 卓巻 4遮究薔壺
*フ.6 8.5 外面 :風化の為観察不能

内面 :頸部以下ヘラケズリ

2 mm以 下の砂粒を含む

良好

にぶい黄掲色

ア
“ 卓巻 4遮霊霞壷 紀6 へ8.5 外面 :胴部ハケ後ナデ

内面 :頸部以下ヘラケズリ
細かい砂粒 を含む

良好

にぶい橙色

8 発 ど輩中 小垂露譲壺
*9.8   △8,0  外面 :ハケ

内面 :顕部以下ヘラケズリ
IHHか い砂粒 を含む

良好

にぶい黄橙色

9“ 避中 期
*ア.3 △5,7  外面 :ハケ

内面 :ナデ
細かい砂粒を合む

良好
橙 色

Ю 調 述至争 上
翠
器 *12.6

67
37 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ コナデ 底部回転糸切 り
細かい砂枚を含む

良好

梧 色

‖ 認 錨  報
14 外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ コナデ 底部回転糸切 り
細かい砂糧を含む

良好

悟色

1239 表採
 奪轟肇

■109  △20 内外両 :ヨ コナデ 密
餅

灰褐色

憎 ∞ 1層 管
△36 内外面 :ヨ ヨナデ 密

餅
灰色

H斡  1層  土
塞
器 *214  △12.5 内外面 :風化の為観察不能 密

餅
にぶい橙色

脩 的 1層  土
嬰
器 *128  △フ.5 外面 :風化の為観察不能

内面 :頸部以下ヘラケズリ
密
朗

にぶい橙色

朽 ∞ 1層  土
巽
器 *169  △13.5 外面 :胴部ハケ

内面 :頸部以下ヘラケズリ
密
朗

橙色

フ 調  1層  鵡

△24,7  外面 :粗 いハケ

内面 :ヘ ラケズリ

6 mm以 下の砂粒を含む    にぶい黄橙色

良好

憎 ∞  1層  鵡

△11.7 外面 :ハ ケ

内面 :ヘ ラケズリ

9 mm以 下の砂粒を含む    にぶい黄橙色

良好

Ю ∞ 1層  土
界
器 △1.3 外面 iヘ ラケズリ後ヘラミガキ

■84       内面 :ヘ ラミガキ
密
那

赤褐色 墨書上器

内外面赤色塗彩

知 的 1層  土
探器

*16.9  △41  外面 :ヘ ラケズリ後ヘラミガキか

内面 :ナデ ー部ヘラミガキ
5 mmの 砂粒を含む

良好

にぶい黄種色   内外面赤色塗彩

餌 的 1層  土
界
器 *11.フ   △49 外面 :ヨ コナデ

5,7       内面 :ヨ ヨナデ 底部回転糸切 り
密
朗

にぶい黄橙色

盟 ∞ 1層  土
環器 *6.4

△23 外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ ヨナデ 底部回転糸切 り
密
餅

笹色

出 ∞ 遺構外 上
課
器 *107

*5,0
19 外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ ヨナデ 底部回転糸切 り
密
餅

24  40  表土中   土留
器 密

餅
18 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ ヨナデ 底部回転糸切 リ

にぶい黄橙色 灯明皿

2540 1層  報

キ6.3

3.6

16 外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ コナデ 底部回転糸切 り
密
餅

にぶい黄橙色

ぉ 網 遺構外 れ闇言
*10.9  △2.1  内外面 :ナデ 密

餅
にぶい黄橙色

解 如 1層  新
*33
35

1.65 内外面 :ナデ 密
餅

淡黄色

鍋 範 1層 報
*82 1.7 外面 :ナデ

内面 :底部ユビオサエ
密
餅

にぶい橙色

鰤 範 1層  〒
*117  △2.0 日禿げ 内外面施釉 密

餅
近世以降 ?

銅 
“
 遺構外 絣

△18 内外面施釉 密
麟

灰オリーブ色   近世以降 ?

割 網 1層  朝電♂磁
△13 内外面施釉

*44 密
餅

オリーブ灰色

ψ 網 1層  亮庁
*110  △35 口縁が僅かに外反 密

謝
明緑灰色

部 網 1層  亮許 密
餅

△2.ア  碁笥底 内外面施釉 明緑灰色

34 40  1層 須恵器
菱

△4.8 外面 :格子タタキ

内面 :頸部以下ヘラケズリ
密
餅

浅黄色

“
如 1層  須

異
器 △2,0 外面 :格子タタキ 密

餅
灰白色 亀山系

36  40  表土中   須憂
器 △32 外面 :格子タタキ 密

財
褐灰色    亀山系

ν 40 1層  聯
*11,9  △28 内外面施釉 密

餅
にぶい黄橙色

第 40 1層  埒が
△31  外面体部上半施釉 留

麟
にバい黄橙色

39  40  造構外   備望焼 キ140  △535 口縁玉縁

内外面ヨヨナデ
密
麟

褐灰色

40  40   1層    備型焼 *206
剌 0 外面 :ヨ コナデ 留

鏃
赤褐色

引 40 1層  常
握争

? △6.0 内外面ヨコナデ 密
鑢

淡赤掲色

42 40 表土中 瑠藤
△6.6 内外面ヨコナデ 密

餅
網 範 i層  暉

―-42-―

明緑灰色 肥前系15   7.6 外面施釉
27 密

麟
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◆            S3

0         2:3        5clll

第 3節  2区の調査

0      1:2     5cm

第41図 遺構外出土遺物 (3)
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第4章 坂長ヨコロ遺跡の調査

坂長ヨコロ遺跡石器観察表

第42図  遺構外出土遺物 (4)

0       1:4     10cm

△現存長

材種器
構

位

造

層

図
号

拝

番

物

号

遺

番 長 (cm)

法   量

幅 (cm)  厚 (cn) 重量 (9)

S1  32   SK4    石鏃 黒曜石

S2 36  
赳 中   石鏃 1 7 サヌカイト

S3 41  慈澄筈   石鏃 △25     Zゝ 1,4 黒曜石

S4 41   1層    磨石 57 敲石に転用400,0   角閃石安山増

S5 41   1層     敲石 590 0 花嵩岩

S6 41  遺構外   打製石斧 660.0   デイサイト10.2

S7 42   1層   灯籠 (火袋 ) 20,9 209 5、 470.0 凝灰岩

坂長ヨコロ遺跡鉄製品観察表

懇留 雲留  潜速   器葎
法

長 (cm)  幅 (cm)
備

量

厚 重量 (g)

F1  43  表土中   堅 本柄が遺存

a3⑬
c4

0       1:2      5clll

坂長ヨコロ遺跡銅銭観察表

備
法   量

厚 (cm)
種

構

位

遺

層

図
号

挿

番

勘

器 径 (em) 重量 (g)

C1  43   1層     元豊通費 1078年初鋳

C2 43   遺構外    元豊通費 1078年初鋳

C3 43   1層     紹聖元女 1094年初鋳

C4 43   1層     寛永通費

第43図  遺構外出土遺物 (5)

―-44-―
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第 1節  1区の調査

第 5章 坂長熊谷遺跡の調査

第 1節

1.概要

1区の調査

l区は南から北へ延びる2つの尾根 とその間の谷部に位置する。東側の尾根は比較的なだらかで、

西側の尾根は急峻である。調査前は山林であった。かつては水田として利用されていたため、谷部は

平坦に近い緩斜面となっており、北側は大きく段切 りされている。

遺構は時期不明の上坑 1基だけである。遺物は包含層から縄文土器、弥生土器、土師器、青磁、石

鍋、鉄製品が出土している。

ｍ

ｍ一Ａ

試掘 トレンチ

6800m
A′

I 褐色土 (75YR4/3)小 礫・炭化物を含む
Ⅱ 褐色土 (10YR4/4)I層 よりも多く小礫を含む
Ⅲ 黒褐色土 (10YR3/2)小礫を多く含む
Ⅳ 褐色土 (10YR4/41 しまり強い。 3～ 10clll大の礫を多く含む

V 黒褐色土 (10YR3カ )3～ 10clll大の礫を多く合む

1 :80      2m

第44図 調査区土層断面図

尾根部では表土直下がローム層である一方、谷部では堆積層が厚 く、最大で3.6mを 測る。

谷部の基本的な層序は、以下のとおりである。 I・ Ⅱ層が遺物包含層である。

I層 :褐色土。厚さ0。 5～ 1.Om。 縄文時代～中世の遺物を包含する。

Ⅱ層 :褐色土。厚さ0.2～ 0.4mo I層 よりも多く小礫を含む。縄文時代～中世の遺物を包含する。

皿層 :黒褐色土。厚さ0.2～ 0.4m。 小礫を多く含む。

Ⅳ層 :褐色土。厚さ0.2～ 0.3m。 しまりが強く、 3～ 10cm大の礫を多く含む。

V層 :黒褐色土。厚さ0.4m以上。

―-45-―



第 5章 坂長熊谷遺跡の調査
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第45図 遺構

2日 遺構

土坑 SKl(第46図 図版27)

H6グ リッド、標高68.Omの緩斜面に位置 し、ローム層上

面で検出した。平面形は隅九方形を呈 し、長軸108cm、 短軸

84cm、 深さ51cmを 測る。遺物が出上 していないため、時期は

特定できない。

3.遺構外出土遺物 (第47図 図版29。 30)

I・ Ⅱ層からは縄文時代～中世の遺物が出土 した。 I層 と

Ⅱ層は識別が困難であつたことから一括 して取 り上げた。

1は縄文土器の口縁部で、内外面 とも条痕が施 されてい

る。 2～ 5は弥生土器で、 2は壷の口縁部。その他は中世の

遺物である。 6は杯身、 7～ 12は皿である。14・ 15は鍋で、

口縁部はく字状に屈曲し、端部が玉縁状に肥厚する。いずれ

も外面には縦方向の、内面には横方向のハケ調整が施されて

いる。16は瓦質の悟鉢。17は 龍泉窯系青磁碗の I-5 bttω

で、外面に蓮弁文を施す。Slは滑石製の石鍋で、口縁部外

面には断面台形の鍔が巡る。胴部外面は幅 5 alm前 後の攀を用

いて口縁部から底部に向かって3段程削り出しており、鍔部の上下縁には、鍔部を削り出した際の撃

による沈線が明瞭に残る。内面は丁寧に磨かれている。胴部外面と口縁部内面には煤が付着 してい

る。木戸分類のⅢ― b類②に該当し、13世紀代に比定される。Flは頭部がT字状を呈 しており、鋏

と考えられる。

＝
――
く
―
上
―

一

6850m

0    1:40   1m

l 黒褐色土 (75YR3//1)礫を含む
2 暗褐色土 (10YR3/3)礫を含む
3 暗褐色土 (75YR3/3)
4 暗褐色土 (75YR3/41 礫を含む
5 灰褐色土 (75YR4/2)ロ ームブロックを多く含む
6 暗褐色土 (10YR3れ )ロ ームブロックを含む
7 褐灰色土 (10YR4//1)ロ ームブロックを含む

第46図 SKl
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第47図  遺構外出土遺物

出土土器 。磁器観察表

li4

第 1節  1区の調査

※復元値 △残存値

鰯 饉耶1

聾
熱

＼

10cm

＼   3

彰 4

Ｆ・

］

0       1:2      5clll

考調色
土

成

胎

焼

縞

くｃｍ，
ｍ
　
¨

径

径

回
底

別

種

種

器

構

位

通

層

図

号

挿

番

物

号

置

番
文様・ 調整

G5   橋文土器

I・ Ⅱ層   鉢

△32 痕

痕

条

条

面

面

外

内
密 (1～ 4 mmの 砂粒を含む)  外面 :褐色

良好        内面 :明橙色

G5   弥生上器

I・ I層    壷

△4.6 外面 :摩減のため調整不明

内面 :摩減のため調整不明

密 (l mmの砂粒を含む)  外面 :淡赤褐色

やや良       内面 :淡赤掲色

皓   弥生土器    ―

I・ Ⅱ層   底部    ※8.4

【ア
テ

ナ

ナ

画

面

外

内
密 (1～ 5 mmの 砂粒を含む) 外面 :に ぶい橙色

良好       内面 :に ぶい橙色

H5   弥生土器    一

【・ Ⅱ層   底部    ※101

一ア
一、ア

ナ

ナ

画

面

外

内
密 (l mm以 下の砂粒を多く含む) 外面 :に ぶい橙色  外面黒IH付薦

良好        内面 :橙色

G5   弥生土器    ―

I・ 1層   底部    ※10,8

△13 外面 :ナデ

内面 :摩滅のため調整不明

密 (3 mmの砂粒 を含む)

良好

色

色

橙

橙

面

面

外

内

H5   土師器   ※127
1・ 1層   郷身    一

△2,4 外面 :回 転ナデ

内面 :摩減のため調整不明

密

良
外面 とにぶい橙色  外面煤付着

内面 :にぶい橙色

H5
1・ Ⅱ層

色

色

橙

橙

面

面

外

内
土師器

皿

―    △05 外面 :底部回転糸切 り

※50       内面 :ナデ

密 (l mmの砂粒を多 く含む)

良好

H5
1・ Ⅱ層

土師器

皿

一    △11  外面 :底部糸切 り

※56       内面 :ナデ

密 (l mm以 下の砂粒を多く含む) 外面 :に ぶい橙色

やや良      内面 :にぶい橙色

H5
1・ 工層

密
餅

一　
一

師
皿

△0,6 外面 :底部ヘラ切 り

内面 :ナデ

外面 :にぶい糟色

内面 :にぶい橙色

10   47
H5

1・ Ⅱ層

色

色

橙

橙

面

面

外

内
土師器

皿

一    △10 外面 :底部ヘラ切 り

※5.0       内面 :摩減のため調整不明

密 (2～ 5 mmの 砂粒を含む)

良好

11
G6

1・ Ⅱ層

土師器

皿

―    △10 外面 :底部ヘラ切 り

※60       内面 :ナデ

密 (l mm以 下の砂粒を多く含む) 外面 :にぶい橙色

良       内面 :にぶい橙色

12    47
H5

1・ 工層

上師器

皿

―    △13 外面 :底部ヘラ切 り

※52       内面 :ナデ

密 (l mm以 下の砂粒を多く含む)  外面 :橙色

良         内面 :橙色

G5   土師器   ※26.5

[・ Ⅱ層   鉢か ?    一

△3.1

痕圧頭指

デ

一ア

ナ

ナ

面

面

外

内
留 (l mm以下の砂粒 を含む)  外面 !黒掲色

良好        内面 :黒褐色
13    47

14    47
H5

1・ Ⅱ層
密
餅

土師器

鍋

※25,6  △53 外面 :ハケ

ー         内面 :ハケ

外面 :に ぶい橙色  外面煤付着

内面 :淡橙色

15    47
H5

1・ H層
※256 密

餅
ケ

ケ

面

面

外

内
△土師器

鍋

外面 :にぶい橙色

内面 :にぶい橙色

16    4フ

G5
1・ Ⅱ層

―-47-―

G5   瓦質土器    ―

I・ Ⅱ層   播鉢    ※11,1

△1,9 外面 :摩減のため調整不明

内面 :ナ デ、摺 り目

密 (1～ 2 mmの 砂粒 を含む)

良

色

色

灰

灰

面

面

外

内

密

良誡
碗

※14,9  △37 外面 :蓮弁文、施和

―         内面 :施釉

外面 :オ リーブ灰色 龍泉窯系

内面 :オ リーブ灰色



第 5章 坂長熊谷遺跡の調査

出土鉄製品観察表

欄

位

遺

層

図

号

挿

番

物

号

遣

番 追物名
  長さ (cm)

法量

幅 (en) 厚 さ (m) 墾量 (g)

劇 ' IⅢ子層 70

出土石製品観察表 ※復元値 △残存値

撃留 奪留  層位
法量

口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)
備   考

割
' IJ岳層 △44 滑石   内外面に煤付着

第 2節  2区の調査

1.概要

2区は南から北にのびる尾根とその両側の谷部に位置する。尾根部と谷部との比高差は約 2～ 3m
である。調査前は尾根部と西俣1の谷部は山林、東側の谷部は畑地で、かつては水田であつた。そのた

め、尾恨部と西側の谷部は段々状に、東側の谷部も厚 く埋め立てて造成されていた。

遺構は落とし穴 l基、溝状遺構 2基、石列 2基を検出した。なお、調査区中央の尾根上には古墳の

存在が想定されていたが、埋葬施設や周溝などは確認できず、遺物も出土 しなかった。

遺物は表土や包含層 (Ⅱ 層 。E層 )から縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器が出土 した。

ｍｍ一Ａ

Ⅱ

ゝ
皿

一
ヽ
Ｖ

〓

Ⅶ

B′

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V
Ⅵ

Ⅶ

褐色土 (75YR4//3)旧 表土
黒褐色土 (10YR2/2)
黒色土 (75YR2/1)
灰黄褐色土 (10YIめ /2)ロ ームブロックを多く含む
暗褐色土 (10YR3浴 )

暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム漸移層
明褐色土 (75YR5/6)ロ ーム層

0    1:80   2m

ｍｍ一Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

表上 。現耕作土
褐色土 (75YR4/6)砂 粒を含む。床土
暗褐色土 (10YR3/4)砂粒を含む。床土
褐灰色土 (75YR4/1)ロ ーム粒を含み、鉄分が沈着する。粘性強い。旧耕作土
褐灰色粘質土 (10YR4/1)ロ ーム粒を含む。粘性やや強い
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)基盤層

第48図  調査区土層断面図

0  1 : 1,200 20m

ー

調査区内の堆積は、尾根部と西側の谷部では大部分で表土直下がローム層となる。南西側には遺物

包含層 (Ⅱ 層)が遺存する。北西側では削平によりV・ Ⅵ層だけが遺る。一方、東側の谷部では耕作

上が厚 く、直下にローム層か基盤層がある。SD2周辺には僅かに遺物包含層 (E層 )が遺存する。

A

B

C

D

E/

F
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第2節  2区の調査
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第49図 遺構分布図

2.遺構

落とし穴 SKl(第 50図  図版28)

K15・ L15グ リッド、標高64.Omの尾根裾部の緩斜面に位置し、ローム層上面で検出した。平面形

は円形を呈し、径73× 83cm、 深さ95～ 103cmを 測る。 1層 から縄文土器細片が出土した。底面ピット

は確認できなかったが、規模や形態から縄文時代の落とし穴であろう。

溝状遺構 SDl(第 51図 図版27)

K14グ リッド、標高63.Omの 緩斜面に位置 し、ローム層上面で検出した。北西方向に直線的にの

び、検出した長さは3。 9mで、幅1.1～ 1.4m、 深 さ2～ 9 cmを 測る。底面の標高は南東端が 3 cm高

い。埋土は単層で、遺物は出上していない

溝状遺構 SD2(第 51図 図版27)

M19グリッド、標高64.5mの谷部の平坦面に位置し、基盤層上面で検出した。北西方向に直線的に

のび、南東側は調査区外へと続 く。検出した長さは1.9mで、幅37～ 59cm、 深さ5～ 13cmを 測る。底

面の標高は南東端が 8 cm高 い。埋土は単層で礫を多く含む。遺構内からは遺物が出土していないが、

SD2を覆うE層 から須恵器と土師器が出上している。

石列 1(第 52図 図版28)

L17グ リッド、標高68,Omの尾根上の平坦面に位置し、ローム層上面で検出した。やや湾曲して北

西方向にのびており、長さ1.3m、 幅23～ 40cmを 測る。10～ 45cm大 の角礫を12石用い、配列に規則性

は認められない。時期は石の隙間に表上に由来するとが認められることと、周辺の出土遺物から近世

後半以降と考えられる。
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第 5章 坂長熊谷遺跡の調査

1 黒褐色土 (75YR3/2)粘 性強い

2 暗褐色土 (75YR3/3)少 量の砂粒を含む
3 黒褐色土 (10YR2/3)少量の砂粒を含む
4 暗褐色土 (75YR3/4)砂粒をやや多く含む
5 褐色土 (75YR4/6)ロ ームブロックを含む

第50図  SKl

黒褐色土 (loYR2/2)砂粒を含む

第 51図  SDl・ 2

＝
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6500m

6400m
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_鵡

一

海

⑧

弾

沙
乱石列 2(第 52図 図版28)

L17グ リッド、標高68.Omの尾根上の平坦面に位

置し、ローム層上面で検出した。やや湾曲して西北

西―東南東方向にのびてお り、長さ2.8m、 幅16～

31cmを 測る。 7～20cm大 の角礫を15石用いている

が、配列に規則性は認められない。石列 1と 同じ理

由で近世後半以降のものと考えられる。

3.遺構外出土遺物 (第53図 図版29)

1は調査区西側のⅡ層から出土した弥生土器の底

部である。 2～ 6は調査区中央の尾根部の表土から

出上した。 2は青磁碗、 3は肥前系の磁器皿、 4～

6は陶器である。 3は高台畳付部に砂が付着し、高

台内にはハリ支え痕がある。 4・ 5は灯明皿で、内

面と口縁部外面が施釉されている。 6は大皿あるい

は鉢で、高台は削り出して成形し、見込みには環状

に砂が付着している。

註

(1)上田秀夫 1982「14～ 16世紀の青磁椀の分類」F貿易陶磁研究』 2

(2)木戸雅寿 1993「石鍋の生産と流通について」F中近世土器の基礎研究』

6800m

覧

岱

石列 1

∪

働    石列 2

0       1 :40      11n

石列 1 ・ 2

6850m

第52図

―

″

0       1:80      2m

l 褐灰色土 (10YR4/1)礫を多量に合む
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第 2節  2区の調査

※復元値 △残存値
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出土遺物観察表

第53図 遺構外出土遺物

考調
別

種

種

器

構

位

遺

層

図

号

挿

番

物

号

遺

番

土

成

胎

焼
文様・ 調整

口径 (cm)

底径 (cm)

器 高

(cm)

L15   弥生土器    ―

Ⅱ層    底部    ※7.1

△19 ４ア
　
一ア

ナ

ナ

面

面

外

内

密 (l mm以下の砂粒を多く合む)外 面 :に バい黄褐色

良       内面 :に ぶい黄褐色

L17

表土
一　

一
誡
碗

△4.0 外面 :施釉

内面 :施和

密

良好

外面 :オ リーブ灰色

内面 :オ リーブ灰色

Llア

表土

躇

皿

―    △3.0 外面 :施和

※125       内面 :施釉

密

良好

外面 :明青灰色  高台畳付部砂付着

内面 :明青灰色  高台内ハリ支えあり

L17

表土

陶器

灯明皿

※86  △1.5 外面 :回転ナデ、口縁部施釉

―        内面 1施釉

留

良好

施釉部 :黒褐色

露胎部 :に ぶい黄褐色

L17

表土

陶器

灯明皿

※87
※4.6

18 外面 :回転ナデ、国縁部施釉、底部回転糸切り

内面 :施釉

密

亮好

施釉部 :暗赤褐色

露胎部 :明赤褐色

M18

表土

陶器

皿o「鉢

―    △25 外面 :ケズリ

※93       内面 :回転ナデ、環状に砂が付着

密

良好

外面 :に ぶい黄掲色  見込部環状に砂付着

内面 :オ リーブ黄色

新旧遺構対照表

坂長ヨコロ遺跡 坂長熊谷遺跡 2区

新遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名

SXl 1区 SXl SKl SK2

SX2 2区 SXl SDl SD3

SD2 SD4
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第 6章  まとめ

第 6章 まとめ

平成20年度に発掘調査を実施した3遺跡からは、主に3時期の遺構と遺物が出土した。

縄文時代の落とし穴や土器がすべての遺跡で、古墳時代の竪穴住居跡や円墳などが坂長ヨコロ遺跡

と坂長下門前遺跡で見つかっている。

中世に関しては、 3遺跡とも顕著な調査成果があった。坂長下門前遺跡 3区では16世紀後半頃に普

門寺に関係して設けられたと推定される土塁を調査した。坂長熊谷遺跡では石鍋や青磁などが出土し

ている。坂長ヨコロ遺跡の遺構と遺物は多彩である。12世紀と15世紀の墓を検出し、後者からは備前

焼の壼が出土した。古道や溜池の岸と考えられる地形も確認されている。青花磁器や朝鮮陶器などの

輸入陶磁器をはじめ、石灯籠の部材や北宋銭、京都系土師皿など、急峻な斜面地には不似合いな遺物

が出土している。

これら中世の遺構や遺物の性格を考察する上で重要なのは、賀茂神社と坂中氏であろう。賀茂神社

は、現在は長者原台地上の字稲場にあるが、元は熊谷にあり、坂中丹波という人物が創建したという

伝承が残っている。旧社地は地元では「古宮」と呼ばれ、坂長熊谷遺跡 1区の南方約100m、 標高100

mの巨岩の前と伝えられる。折良く、平成21年 10月 に約50年ぶりの遷宮があり、賀茂神社のすべての

棟札を読む機会があった。詳細は『坂長地区の歴史』に譲るが、最も古い棟札は慶長 4年 (1599)の

もので、坂中九兵衛と坂中久右衛門の名が見える。次の寛文元年 (1661)の棟札には、 1枚目の要約

があり、そこには坂中九兵衛と書かれるべき場所に「小村九兵衛」とある。以上から、賀茂神社は慶

長 4年 に坂中九兵衛によって創建されたもので、坂中氏は本姓を小村氏といつたと考えられる。

これまで、坂中氏については、永禄10年 (1567)の杉原盛重から坂中弥六あての宛行状が唯―の文

献であった。ただ、地元には、坂中丹波の墓などの伝承地がある。これは、江戸中期には成立してい

た小説『伯陽聞戦記』に登場する「坂中丹波」に由来している可能性がある。実際の坂中氏は、「丹

波」を名乗ったかは分からないが、弥六 。九兵衛・久右衛門と継がれ、伝承の丹波にあたるのは九兵

衛ということになる。おそらく戦国期かそれ以前から活躍した在地の有力な小領主で、関ケ原の合戦

後ごろに帰農したのであろう。

今回の調査で出土した中世の遺構や遺物には、坂中氏と関係があるものが含まれると思われる。熊

谷の南方山上の字岩コゴロは伝坂中丹波の陣所であり、その墓は谷を挟んだ台地上の字五反林にあ

る。坂中氏の居館跡は近くにある可能性が高い。また、坂長ヨコロ遺跡から出土した石灯籠や灯明皿

は賀茂神社に関係する祠のもので、古道は溜池の岸を通って神社にむかう参道であったと推定され

る。問題は、賀茂神社が熊谷から現在の場所に遷った時期である。出土した最新の古銭が古寛永であ

ることは、寛文年間ごろまでは祠があつた可能性を示唆する。この事実は、棟札の調査から、賀茂神

社が寛文元年に熊谷から現在地に遷宮されたと考えられることと整合する。

参考文献

賀茂神社遷宮実行委員会 2009『坂長地区の歴史』
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図版 1 坂長35号墳

1 坂長35号墳出土土器

00000

● 0000oo

00● 000●

2 坂長35号墳出土玉類

け
　
０

3 坂長35号墳棺痕跡 (北 から)



図版 2 坂長 ヨコロ遺跡

1 坂長ヨコロ遺跡S� 出土備前焼壺

2 坂長ヨコロ遺跡出土陶磁器



図版 3 坂長下門前遺跡 2区

1 調査地周辺の地形 (南東から)

2 調査地周辺の地形 (上が北 )



図版 4 坂長下門前遺跡 2区

l SKl完掘状況 (西 から) 2 SK2完掘状況 (南 から)

4 SK4完掘状況 (南 から)

, |:  す . ―

1鬼   .il

5 SK5完掘状況 (西 から)   6 SK8完 掘状況 (東 から)

,■  li

3 SK3完掘状況 (東 から)

携 1篭ゴ
7 SK7完掘状況 (北 から)

8 SK9完掘状況 (東 から)



図版 5 坂長下門前遺跡 2区

努甚

2 SK3底画杭痕跡検出状況 (南 から)

SK10土層断面 (北 から)
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3 調査区完掘状況 (西 から)



図版 6 坂長下門前遺跡 3区

1 調査地周辺の地形 (南東から)

2 調査地周辺の地形 (北西から)



図版 7 坂長下門前遺跡 3区

1 調査地全景

(北東から)

2 調査地全景

(上が北 )



図版 8 坂長下門前遺跡 3区

SKl完掘状況 (南 から)

3 SK6～ SK8検出状況 (北 から)

2 SK2完掘状況 (東 から)

事|■r

4 SK6上器出土状況 (東 から)

5 SK7土層断面 (北東から) 6 SK7完掘状況 (北 から)



1 土塁全景 (西 から)

図版 9 坂長下門前遺跡 3区
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2 SD2完掘状況 (東 から)

3 土塁土層断面 (東 から)



図版10 坂長下門前遺跡 3区

l SK6出土土器

3 3区 出土土器 (2)

.■
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軽 フ
「

    S4

2 3区 出土土器 (1)

5 土塁出土古銭

4 3区 出土石器



図版11 坂長35号墳

1 坂長35号墳全景 (上が北 )
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2 坂長35号墳 (東 から)



図版12 坂長35号墳

棺痕跡検出状況

(北から)

棺痕跡完掘状況

(北 から)

棺痕跡土層断面

(北 から)



墓壊完掘状況

(1ヒ カⅢら)

墳丘除去後の状況

(東 から)

墳頂土器出土状況

(東 から)

郎

ｉ



図版14 坂長35号墳

周溝土器出土状況

(南 から)

周溝土器出土状況 (2)

(南 から)

周溝土器出土状況 (3)

(北 から)

騨鮭
一逮 鵡す

汁



図版15 坂長35号墳

周溝土器出土状況 (4)

(南 から)

周溝玉類出土状況

(東 から)
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図版16 坂長35号墳

出土土器



図版17 坂長 ヨコロ遺跡

調査地周辺の地形

(西から)

調査地周辺の地形

(北西から)



図版18 坂長 ヨコロ遺跡
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1区調査終了状況 (南東から)

2区調査終了状況 (東 から)



l SKl完掘状況 (東 から)

図版19 坂長 ヨコロ遺跡

゛,イ

隷 |

2 SK2完掘状況 (北 から)

S� 検出状況

(東 から)

SXl完掘状況

(南東から)



図版20 坂長 ヨコロ遺跡

SX2墓娠検出状況

(北東から)

SX2土層断面

(北 から)

SX2完掘状況

(北 から)



図版21 坂長 ヨコロ遺跡

Sll床面検出状況

(北 から)

2 S11土層断面

(南東から)

S11床面上器出土状況

(北 から)

4 S11完掘状況

(北 から)



図版22 坂長 ヨコロ遺跡

l S11出 土土器

!j選ヽ |:

li・ i飛

爵

3 遺構外出土土器 (1)



図版23 坂長 ヨコロ遺跡
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聟 37

非掲載

遺構外出土土器 (2)



図版24 坂長 ヨコロ遺跡

息

1 出土石器・石製品

2 出土鉄製品および X線画像



図版25 坂長熊谷遺跡

1区調査前の状況

(北 から)

ヽキI―
―

蓑ざi

1区調査終了状況 (西 から)



図版26 坂長熊谷遺跡

2区調査前の状況

(1ヒ カもら)

2区調査終了状況 (西 から)



図版27 坂長熊谷遺跡

1区SKl完掘状況

(南 から)

SDl完掘状況

(南東から)

SD2完掘状況

(西 から)



図版28 坂長熊谷遺跡
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2区SKl完掘状況

(南 から)

2 石列 1(東から)

3 石列 2(西から)



図版29 坂長熊谷遺跡

籟Hゆ
2

1 1区 出土土器

2 2区 出土土器



図版30 坂長熊谷遺跡

1 1区出土青磁 2 1区 出土石鍋

3 鉄器および X線画像
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所 在 地

コ ー  ド

】ヒ糸草 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

坂長下門前遺跡

坂 長 35号墳

鳥取県西伯郡伯者 町坂長

字下門前2017ほ か

31390

31390

1-370

1-227

20080324

20080529

20080724

20081104

3600nギ

4500n¥

国道181号 (岸 本バ

イパス)道路改良工

事

坂長 ヨコロ遺跡

鳥取県西伯郡イ自者 町 坂 長

字 ヨコロ18881ま か

31390 1鍔74

３３

２３

５６

20080617

20080820

2420nF

国道181号 (岸 本バ

イパス)道路改良工

事

坂 長 熊谷遺跡

鳥取県西伯郡伯者 町 坂 長

字熊谷1854ほか

31390 1-375

３３

２３

０８

20080908

20081203

2780n¥

国道181号 (岸 本バ

イパス)道路改良工

事

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

坂長下門前遺跡 その他の遺跡

縄文時代

古墳時代

中～近世

穴しと
　
　
塁

落

墓

土

15基

3基

1条

縄文土器、弥生土

器、土師器、石器、

古銭

坂長35号墳 古墳 古墳時代中期 円墳 1基
土師器、須恵器、滑

石製玉、ガラス玉

坂長下門前遺跡 3区

内

坂長ヨコロ遺跡 集落

縄文時代

古墳時代

中世

落とし穴     4基
竪穴住居     1棟
墓       2基

縄文土器、土師器、

須恵器、陶磁器、石

鏃、石灯籠火袋、古

銭

備前焼壷

坂長熊谷遺跡 その他の遺跡

縄文時代

近世以降

時期不明

落とし穴     1基
石列       2条
溝       2条

縄文土器、陶磁器、

石鍋
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